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•  本会家族計画研究センター
　2017年度事業実績報告

１
〜
３
面

• 海外情報クリップ
• 市谷クリニックへようこそ！

４
面

• シリーズ  妊娠前から
　考えて行動する重要性①

５
面

• 思春期のやせについて
　～思春期から始まる骨の健康～

• 職域保健の現場から37

６
面

• 南国鹿児島からつなぐピア活動
　～鹿児島ピアが続く理由（わけ）～

７
面

• 産婦人科医による
　性の健康教育39
• ピル承認秘話（第３話）

８
面

日本人女性を取り
巻く環境の変化と
問題点を、産婦人
科の権威が語る
（５面）

活発な活動を続
ける鹿児島ピア
の今とこれから
 （７面）

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

▼
保
健
師
の
象
徴
の
花
「
な

で
し
こ
」
を
表
紙
に
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
専
門
職
の
方
に

ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
き
た

「
保
健
指
導
ノ
ー
ト
」。１
９

７
８
年
の
初
版
か
ら
数
え
、

41
版
目
と
な
る
２
０
１
９
年

版
の
制
作
が
始
ま
っ
た
▼
長

年
、
ご
購
入
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
に
伺
う
と
、
カ
レ
ン
ダ

ー
部
分
は
記
入
し
や
す
く
、

さ
ら
に
巻
末
の
公
衆
衛
生
の

現
状（
資
料
集
）が
簡
潔
に
ま

と
ま
っ
て
お
り
、
手
元
で
さ

っ
と
取
り
出
せ
る
便
利
な
デ

ー
タ
集
で
重
宝
し
て
い
る
と

の
こ
と
▼
こ
の
資
料
集
、
発

刊
当
初
は
厚
労
省
関
係
部
署

の
担
当
者
に
ご
執
筆
い
た
だ

い
て
い
た
が
、09
年
か
ら
は
、

本
会
公
衆
衛
生
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
柳
川
洋
自
治
医
科

大
学
名
誉
教
授
を
委
員
長
に

４
人
の
委
員
、
11
人
の
編
集

委
員
と
共
に
制
作
し
て
い
る

▼
毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い

る
委
員
会
の
テ
ー
マ
は
正
に

「
公
衆
衛
生
の
現
状
」
。
時

流
に
合
わ
せ
た
内
容
の
加
除

を
行
っ
て
い
る
の
も
こ
の
資

料
の
人
気
の
要
因
だ
。
２
０

１
９
年
版
で
新
た
に
追
加
検

討
し
た
情
報
は
「
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
」「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」

「
加
熱
式
た
ば
こ
」
の
三

題
。
中
で
も
熱
く
議
論
さ
れ

た
の
が
、
２
兆
円
市
場
と
言

わ
れ
て
い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト

で
、
実
は
し
っ
か
り
し
た
エ

ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
も
の
は
、

葉
酸
の
み
。
主
に
葉
酸
に
つ

い
て
の
掲
載
が
決
定
し
た
▼

信
頼
で
き
る
情
報
は
積
極
的

に
提
供
し
て
い
く
。
保
健
指

導
ノ
ー
ト
に
限
ら
ず
本
紙
で

も
今
号
か
ら
４
か
月
連
続
し

て
「
葉
酸
」
に
関
す
る
特
集

を
組
ん
だ
。
葉
酸
に
つ
い
て

た
っ
ぷ
り
読
み
終
わ
っ
た
こ

ろ
、
な
で
し
こ
の
花
が
咲

き
、
保
健
指
導
ノ
ー
ト
も
発

売
に
な
る
。 

（
青
田
　
陽
）

低
用
量
経
口
避
妊
薬（
ピ
ル
、

Ｏ
Ｃ
）
は
普
及
し
た
か

　
本
紙
４
月
号
か
ら
連
載
を

ス
タ
ー
ト
し
た
「
ピ
ル
承
認

秘
話
」
。
わ
が
国
で
ピ
ル
が

承
認
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９

年
。
米
国
で
ピ
ル
が
承
認
さ

れ
て
か
ら
40
年
ほ
ど
経
過
し

て
い
た
こ
と
は
今
更
申
し
上

げ
る
ま
で
も
な
い
。

　
承
認
当
時
、
米
国
か
ら
取

材
に
来
ら
れ
た
女
性
記
者

に
、
「
日
本
人
女
性
は
ピ
ル

を
受
け
入
れ
る
で
し
ょ
う
か

ね
」
と
怪け

訝げ
ん

そ
う
な
顔
で
問

い
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
事
実
は
ど
う
な
の
だ

ろ
う
か
。
女
性
記
者
か
ら
す

れ
ば
、
仮
に
日
本
人
の
女
性

た
ち
が
ピ
ル
を
積
極
的
に
使

用
し
た
い
と
願
っ
て
い
た

ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
承
認

が
遅
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
の
だ
。

　
ピ
ル
承
認
か
ら
18
年
が
経

過
し
た
２
０
１
７
年
度
ま
で

　
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
実
績
を
ま
と
め
る
の
も
、
２
０
１
７
年

度
報
告
で
30
回
目
と
な
っ
た
。
各
種
電
話
相
談
、
診
療
、
調
査
事
業
、
セ
ミ
ナ
ー
の

企
画
運
営
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
信
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提
言
）
な
ど
な
ど
。
以

下
、
17
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

 

（
本
会
理
事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

を
振
り
返
り
、
こ
の

女
性
記
者
の
問
い
に

答
え
た
い
。

【
１
】
ピ
ル
が
承
認

さ
れ
て
か
ら
、
今
日

ま
で
を
振
り
返
る

と
、
避
妊
後
進
国
と

も
言
え
る
日
本
の
姿

が
見
え
て
く
る
（
表

１
）
。
新
し
い
避
妊

法
が
登
場
す
る
と
、

従
来
か
ら
使
わ
れ
て

き
た
方
法
が
消
え
て

い
く
の
だ
。

　
安
全
性
と
有
効
性

が
担
保
さ
れ
て
い
れ

ば
、
避
妊
法
の
選
択

肢
は
多
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。
と
い

と
、
日
本
で
も
確
実
に
普
及

し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ

る
が
、
国
連
が
発
表
し
て
い

る
各
国
の
デ
ー
タ
と
照
ら
す

と
、
日
本
で
の
普
及
率
が
い

か
に
低
い
か
は
一
目
瞭
然
で

あ
る
（
図
１
、
図
２
）
。

　
な
お
、
こ
の
売
り
上
げ
シ

ー
ト
数
を
、
生
殖
可
能
年
齢

（
15
〜
19
歳
）
の
女
性
人
口

千
対
で
見
る
と
、
地
域
格
差

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
も
分
か

る
（
図
３
）
。

 

（
２
面
に
続
く
）

う
の
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
・
ア

レ
ル
ギ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
る

カ
ッ
プ
ル
が
い
て
誰
も
が
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
用
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
ピ
ル

も
同
様
で
、
服
用
禁
忌
に
該

当
す
る
女
性
だ
っ
て
い
る
。

【
２
】
表
１
に
あ
る
よ
う

に
、
月
経
困
難
症
の
適
用
を

有
す
る
低
用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
製
剤

（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤
）
が
08
年
に
登

場
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
な
ど
も
発
売
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤
も
ピ
ル
と
同

様
、
避
妊
薬
と
し
て
の
効
能

が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
売

り
上
げ
状
況
を
追
跡
す
る

346.3
307.7
281.1
244.7
222.0

６分位

表１　わが国の避妊法の動向（低用量経口避妊薬承認以降）
年 出来事

1999年 OCの承認・発売。ゼリー型殺精子剤（FPゼリー）発売中止
2000年 女性用コンドーム（マイフェミィ）発売
2001年 フィルム型殺精子剤（マイルーラ）製造中止（3月）
2005年 銅付加子宮内避妊具「マルチロードCU250R」「ノバT380」発売
2006年「低用量経口避妊薬の使用に関するガイドライン（改訂版）」を作成／女性用コンドーム（フェミドーム）発売
2007年 黄体ホルモン放出型子宮内避妊システム（ミレーナ52mg）発売
2008年 LEP剤「ルナベル配合錠」発売／ユウセイリング発売中止
2010年 LEP剤「ヤーズ配合錠」発売

2011年
6月に女性用コンドームの発売中止。緊急避妊薬「ノルレボ錠」
承認・発売／日本産科婦人科学会編「緊急避妊薬の適正使用に関
する指針」発表／OCのジェネリック「ファボアール」「ラベルフ
ィーユ」発売／殺精子錠剤「ネオサンプーン・ループ錠」製造中止

2013年 IUD「マルチロード」発売中止
2014年 「ルナベル配合錠ULD」「ルナベル配合錠LD」発売

2015年
LEP剤のジェネリック「フリウェル配合錠LD」発売、日本産科婦
人科学会「OC・LEPガイドライン」を作成／「オーソ777-21錠
／オーソM-21錠」の製造中止

2017年 「ヤーズフレックス」発売

東京都 517.8 高知県 272.2
青森県 452.4 福井県 267.5
北海道 437.3 大分県 266.2
愛知県 399.0 福岡県 263.8
秋田県 372.5 香川県 260.0
富山県 363.9 佐賀県 249.4
大阪府 346.3 兵庫県 246.9
群馬県 345.3 和歌山県 244.7
岡山県 338.6 千葉県 240.0
福島県 324.5 長野県 239.7
全　国 319.8 長崎県 239.7
宮城県 314.8 愛媛県 238.7
鳥取県 314.0 茨城県 233.3
京都府 313.3 島根県 232.1
三重県 310.2 岩手県 222.9
山形県 307.7 滋賀県 222.0
広島県 303.6 埼玉県 214.8
静岡県 303.5 奈良県 213.7
栃木県 293.9 鹿児島県 208.2
神奈川県 290.7 山梨県 201.8
山口県 289.7 徳島県 201.3
石川県 284.6 新潟県 199.4
岐阜県 283.2 宮崎県 197.2
熊本県 281.1 沖縄県 168.8

図３　 2017年都道府県別ＯＣ／ＬＥＰ剤
の売り上げシート数（15～49歳の
女子人口千対のシート数）

図１　 低用量経口避妊薬（ＯＣ）とＬＥ
Ｐ剤（保険適用薬）の売り上げ
シート数と中絶実施率の年次推移

図２　 婚姻・同棲関係にある女性の避妊法
としての経口避妊薬の使用率（％）
（国連：世界の避妊法選択2013）
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「男女の生活と意識に関する調査」2016）

途上国
先進国
世界

ピルの普及・啓発、不妊・不育や思春期相談事業に尽力

2017年度 事業実績報告本会家族計画
研究センター

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
https://www.jfpa.or.jp/women/yosan/
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（
１
面
の
続
き
）

【
３
】
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ピ
ル
の
疑
問
に

答
え
る
「
Ｏ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
コ

ー
ル
」「
Ｏ
Ｃ
コ
ー
ル
」「
Ｏ
Ｃ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
と
銘
打
っ

た
電
話
相
談
を
開
設
し
て
い

る
が
、
そ
の
相
談
件
数
の
推

移
（
図
４
）
と
、
主
な
相
談

項
目
を
ま
と
め
た
（
表
２
）。

【
４
】
２
０
１
６
年
度
に
実

施
し
た
「
第
８
回
男
女
の
生

活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」

結
果
に
よ
れ
ば
、
「
Ｏ
Ｃ
／

Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤
（
実
際
の
設
問
は

「
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
」
と
し

た
）
を
『
使
え
な
い
』
『
使

い
た
く
な
い
理
由
』
」
を
尋

ね
る
と
、
ト
ッ
プ
は
変
わ
ら

ず
「
副
作
用
が
心
配
」
と
あ

る
（
表
３
）
。
17
年
が
経
過

し
て
も
な
お
、
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ

Ｐ
剤
に
否
定
的
な
意
見
が
少

な
く
な
い
日
本
。

　
一
方
、
「
将
来
は
使
い
た

い
が
今
は
使
え
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
女
性
は
21
・
３

％
、
概
算
５
５
５
万
人
に
相

当
し
て
い
る
。
「
い
ず
れ
は

使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
」

女
性
た
ち
が
安
心
し
て
Ｏ
Ｃ

／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、「
使

い
た
く
な
い
理
由
」
を
一
つ

一
つ
検
証
し
、
そ
の
問
題
の

解
決
に
努
め
る
こ
と
が
、
私

た
ち
保
健
医
療
従
事
者
の
責

任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
の
相
談
件
数
　

２
０
１
７
年
度
は
４
１
０
件

　
東
京
都
か
ら
委
託
さ
れ
て

開
設
し
て
い
る
「
東
京
都
不

妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

は
１
９
９
７
年
２
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
以
来
２
０
１

８
年
３
月
ま
で
の
相
談
総
件

数
は
１
万
４
０
７
１
件
を
数

え
て
い
る
。

　
全
国
の
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
や
不
妊
治
療
施
設
な

ど
で
も
電
話
相
談
窓
口
を
開

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談

件
数
は
00
年
の
１
１
７
６
件

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

　
32
歳
の
Ａ
さ
ん
。最
近
、

結
婚
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。親
か
ら「
ど
う
す

る
の
？
」
と
せ
か
さ
れ
る

の
も
一
因
。そ
れ
と
、メ
デ

ィ
ア
な
ど
で
話
題
に
な
っ

て
い
る「
妊
娠・出
産
に
は

限
界
が
あ
る
」
と
い
う
情

報
も
、
Ａ
さ
ん
の
気
持
ち

を
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
婚
活
に
も
熱

心
で
、
近
場
の
街
コ
ン
に

も
出
掛
け
て
交
流
を
深
め

よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
そ
れ
で
成
果
は
ど
う

な
の
？
」
と
い
う
僕
か
ら

の
問
い
に
、「
男
連
中
が
何

る
。

　
だ
が
、
本
会
が
実
施
し
て

い
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
か

つ
て
不
妊
で
悩
ん
だ
こ
と
の

あ
る
当
事
者
に
よ
る
相
談
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
他

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
相
談
者

の
平
均
年
齢
は
38
・
07
歳

（
19
〜
56
歳
）
、
相
談
時
間

の
平
均
は
22
分
間
（
１
〜
70

分
間
）
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
名

称
に
「
不
育
」
が
加
わ
っ
た

の
は
12
年
９
月
か
ら
。
以

来
、「
不
育
」
相
談
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
表
４
に
は

「
知
り
た
い
情
報
」「
治
療
に

つ
い
て
」「
治
療
外
の
こ
と
」

に
つ
い
て
の
相
談
内
容
の
上

位
５
つ
ま
で
を
列
挙
し
た
。

「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
の
相
談
件
数
、
17
年

度
は
１
５
０
４
件

　
「
家
族
計
画
の
歩
み
」

（
近
泰
男
著
）
に
よ
る
と
、

を
考
え
て
い
る
の
か
、
さ

っ
ぱ
り
つ
か
め
な
い
」

と
。
街
コ
ン
に
ま
で
足
を

運
ん
で
来
て
い
る
の
だ
か

ら
、
付
き
合
い
た
い
、
う

ま
く
い
っ
た
ら
結
婚
し
た

い
、
と
い
う
願
望
は
間
違

い
な
く
参
加
し
て
い
る
男

女
と
も
に
あ
る
の
だ
ろ
う

が
、
交
流
タ
イ
ム
で
は
お

し
ゃ
べ
り
は
す
る
の
に
、

携
帯
番
号
や
メ
ル
ア
ド
の

交
換
を
求
め
て
こ
な
い
と

い
う
の
だ
。

　
「
こ
ち
ら
か
ら
提
案
す

る
の
も
何
だ
か
ら
」
と
Ａ

さ
ん
。
「
要
す
る
に
タ
イ

プ
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
ん
だ

よ
」
と
口
に
す
る
の
を
抑

え
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
最
新
の
国
勢
調
査
結
果

か
ら
未
婚
率
の
年
次
推
移

を
見
ま
す
と
、
25
〜
29
歳

の
男
性
で
は
１
９
８
０
年

が
55
・
２
％
で
あ
っ
た
も

の
が
２
０
１
５
年
に
は

72
・
７
％
と
17
・
５
ポ
イ

ン
ト
、
女
性
は
24
・
０
％

が
61
・
３
％
と
37
・
３
ポ

イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
10
年
ほ
ど
、
30
〜

34
歳
で
の
未
婚
率
に
は
男

女
と
も
上
げ
止
ま
り
感
が

あ
り
ま
す
が
、
15
年
で
は

男
性
47
・
１
％
、
女
性

34
・
６
％
で
し
た
。

　
本
会
が
実
施
し
た
「
第

８
回
男
女
の
生
活
と
意
識

に
関
す
る
調
査
」
で
、
18

〜
34
歳
の
未
婚
男
女
の
結

果
を
分
析
し
ま
す
と
、
結

婚
の
意
思
に
つ
い
て
は
、

「
い
ず
れ
結
婚
し
た
い
」

は
全
体
の
83
・
９
％
（
男

性
82
・
３
％
、
女
性
85
・

７
％
）
と
大
半
が
結
婚
し

た
い
と
は
思
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
で
も
、
結
婚
の
利
点
を

聞
く
と
、「
経
済
的
な
余
裕

が
持
て
る
」
は
、
30
〜
34

歳
男
性
で
は
15
・
２
％
が

「
利
点
が
あ
る
」と
し
て
い

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
女

性
で
は
61
・
１
％
と
高
率

で
し
た
。「
性
的
な
充
足
が

得
ら
れ
る
」こ
と
を「
利
点

が
あ
る
」
と
し
た
の
は
男

性
が
多
く
、
25
〜
29
歳
男

性
で
は
56
・
１
％
が
、
女

性
は
34
・
２
％
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
結
婚
へ
の

期
待
感
に
男
女
差
が
大
き

い
と
、
若
者
た
ち
は
結
婚

を
い
つ
、
ど
ん
な
き
っ
か

け
で
決
断
す
る
の
だ
ろ
う

か
と
心
配
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

本
会
が
「
思
春
期
」
を
対
象

と
し
た
電
話
相
談
を
開
設
し

た
の
は
１
９
７
９
年
９
月
と

あ
る
が
、
当
時
の
相
談
カ
ー

ド
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
お

り
、
相
談
件
数
や
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
筆
者
が
本
会
に
加
わ
っ
た

の
が
88
年
４
月
。
以
来
、
相

談
カ
ー
ド
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年

度
ま
で
の
相
談
件
数
は
14
万

１
１
０
１
件
（
男
性
８
万
２

７
３
７
件
、
女
性
５
万
８
３

６
４
件
）を
数
え
て
い
る（
図

５
）。性
別
５
歳
階
級
別
に
見

た
相
談
主
訴
の
上
位
10
位
ま

で
を
表
５
に
ま
と
め
た
。

「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参

加
者
総
数
は
19
年
間
で
２
万

３
３
４
３
人

　
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て

い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
一
つ
に

「
指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と

性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）
」
が

あ
る
。
１
９
９
９
年
、
Ｏ
Ｃ

の
承
認
・
発
売
を
契
機
に
立

ち
上
げ
た
も
の
で
、
女
性
の

健
康
や
性
教
育
な
ど
を
学
べ

る
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。
以
来
、
17
年
度

ま
で
の
開
催
回
数
は
１
４
６

回
、
参
加
者
総
数
は
２
万
３

３
４
３
人
。

　
17
年
度
は
、
６
月
の
仙
台

会
場
で
の
開
催（
１
３
９
回
）

を
皮
切
り
に
、
18
年
１
月
の

東
京
会
場
（
１
４
６
回
）
ま

で
、
９
７
９
人
の
参
加
者
が

「
性
の
健
康
教
育
の
実
践
〜

伝
え
る
技
術
を
磨
く
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
学
び
の
機
会

を
得
た
。
な
お
、
17
年
度
の

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
（
公
社
）

日
本
助
産
師
会
の
後
援
、
ジ

ェ
ク
ス
㈱
か
ら
は
事
業
協

賛
、
あ
す
か
製
薬
㈱
、
Ｍ
Ｓ

Ｄ
㈱
、
科
研
製
薬
㈱
、
バ
イ

エ
ル
薬
品
㈱
、
富
士
製
薬
工

業
㈱
、
持
田
製
薬
㈱
か
ら
は

広
告
／
展
示
協
賛
を
得
て
実

施
し
た
。
本
紙
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

該当者
2004年 2006年 2008年 2010年 2012年 2014年 2016年
759 653 643 713 564 489 553

副作用が心配     59.3 52.5 53.0 49.5 45.0 50.5 47.6
毎日飲まなければ
ならないのは面倒 6.1 6.4 7.6 7.3 9.6 9.0 10.1

すでに使っている
避妊法で十分   6.9 8.7 8.2 9.1 8.3 7.6 9.0

医師の検査・診察
を受けるのが面倒 3.6 3.8 4.0 3.4 5.3 4.7 4.3

情報が入手できな
い      5.3 8.0 6.1 6.0 6.0 4.1 5.2

全体 ～24歳 25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50歳
以上

410 2 21 76 138 112 38 5

知
り
た
い
情
報

不育症 9.5 - 14.3 7.9 13.0 9.8 - -

体外受精／
顕微受精 8.3 50.0 - 9.2 10.9 5.4 13.2 -

セックス 6.1 - 14.3 9.2 8.0 0.9 2.6 20.0

助成金に
ついて 6.1 - - 6.6 6.5 4.5 2.6 -

病院情報 5.4 - 9.5 7.9 6.5 3.6 2.6 -

流産 5.4 - 4.8 6.6 6.5 5.4 2.6 -

治
療
に
つ
い
て

治療への
迷い 18.5 - 23.8 26.3 18.1 19.6 7.9 -

病院への
不満 11.2 - 4.8 11.8 12.3 12.5 10.5 -

不妊への
不安 8.8 - 9.5 9.2 10.1 7.1 7.9 20.0

治療の
やめ時 4.6 - - 1.3 0.7 10.7 13.2 -

仕事との
両立 2.9 50.0 - 2.6 6.5 - - -

治
療
外
の
こ
と

自分自身の
こと 18.3 - 9.5 15.8 17.4 22.3 31.6 -

夫とのこと 15.4 - 9.5 19.7 18.8 11.6 7.9 40.0

周囲との
人間関係 9.0 50.0 9.5 10.5 6.5 11.6 5.3 20.0

2人目不妊 6.1 - - 3.9 9.4 8.0 - -

子どもの
いない人生 4.6 - - - 1.4 4.5 26.3 40.0

男　性

全体 10歳
未満

10～
14歳

15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35歳
以上

合計 1,162 5 195 881 69 6 3 3
自慰 26.1 20.0 28.2 26.7 15.9 16.7 - -
包茎 20.7 - 13.3 22.9 17.4 - - -
性器 12.8 - 14.9 12.7 11.6 - - -
射精 9.0 40.0 14.9 7.8 5.8 - - -
性欲 5.0 - 3.1 4.9 11.6 16.7 - -
問題行動 3.7 20.0 6.7 2.7 5.8 - - 33.3
近親姦 3.5 - 1.5 4.2 1.4 - - -
病気 3.2 - 3.1 3.1 2.9 - 33.3 33.3
性交 2.6 - 1.5 2.4 4.3 50.0 - -
妊娠不安 1.9 - 0.5 1.9 2.9 16.7 33.3 -

女　性

全体 10歳
未満

10～
14歳

15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35歳
以上

合計 342 4 27 128 81 53 14 35
緊急避妊 34.2 - 3.7 27.3 42.0 39.6 57.1 51.4
妊娠不安 11.7 - 3.7 13.3 13.6 9.4 7.1 14.3
ピル 10.2 - - 5.5 12.3 24.5 28.6 2.9
月経 7.0 - 37.0 10.2 - 1.9 - -
病気 5.3 - 7.4 7.8 6.2 1.9 - -
精神・心 5.0 - 11.1 6.3 2.5 3.8 - 5.7
男女交際 3.8 - 11.1 5.5 3.7 - - -
妊娠 3.2 25.0 - 3.9 4.9 - - 2.9
避妊 2.9 - - 3.1 4.9 - 7.1 2.9
自慰 2.6 - - 5.5 1.2 1.9 - -

表３　 女性ホルモン剤を「使えない」「使いたくない」
最も大きな理由上位５つまで（女性）

表４　 「東京都不妊・不育ホットライン」（2017年度）
相談内容上位５つまで

表５　 「思春期・ＦＰホットライン」（2017年度）
性別・年齢階級別・相談主訴の上位10位まで

（2014年までは低用量ピル（経口避妊薬）、16年から女性ホルモン剤と尋ねている）

（北村邦夫：「男女の生活と意識に関する調査」2004、2006、2008、2010、2012、2014、2016）

年　齢
件数 ％

20歳未満 81 2.9
20～24歳 516 18.8
25～29歳 625 22.8
30～34歳 558 20.3
35～39歳 457 16.6
40～44歳 380 13.8
45～49歳 97 3.5
50歳以上 22 0.8
不　明 11 0.4

全　体 2,747 100.0

服用目的
件数 ％

避妊 2,293 83.5
周期調節 134 4.9
月経痛 93 3.4
月経前
症候群 44 1.6

月経量 31 1.1
にきび 12 0.4
多毛 2 0.1
その他 64 2.3
不　明 74 2.7

全　体 2,747 100.0

相談主訴
件数 ％

服用方法 583 21.2
飲み忘れた場合の対処 511 18.6
避妊効果 341 12.4
薬物相互作用 323 11.8
周期調節 299 10.9
マイナートラブル 179 6.5
ピル一般 116 4.2
緊急避妊 85 3.1
服用順番間違い 67 2.4
副作用以外の不安 48 1.7
避妊一般 12 0.4
妊孕性の回復 12 0.4
副作用 11 0.4
入手方法 10 0.4
禁忌 10 0.4
副効用 5 0.2
検査 3 0.1
製剤間の違い 3 0.1
その他 127 4.6
不明 2 0.1

全　体 2,747 100.0

※ 相談主訴のうち、「費用」「胎児への影響」「服
用中の授乳」「性感染症」「医療機関の紹介」
は件数０ということで表中から削除した

表２　低用量経口避妊薬（ＯＣ）関連電話相談
　　　相談者の年齢・服用目的・相談主訴（2017年度）

図４　 低用量経口避妊薬（ＯＣ）関連電話相談の
実績（件数）（2004～17年度）
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図５　  「思春期・ＦＰホットライン」相談件数の
年度別推移（1988～2017年度）
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Seminar Information
　
本
講
習
会
は
、
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
の
方
が
「
受
胎
調
節

実
地
指
導
員
」
の
国
家
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　
市
区
町
村
の
母
子
保
健
の
現
場

で
両
親
学
級
や
思
春
期
保
健
事
業

を
担
当
す
る
方
、
産
婦
人
科
で
患

者
さ
ん
の
避
妊
指
導
に
当
た
る

方
、
出
前
性
教
育
や
意
図
し
な
い

妊
娠
の
相
談
に
携
わ
る
助
産
師
の

方
な
ど
、
修
了
者
の
方
々
は
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
で
講
習
会
の
学
び
を

生
か
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
「
睡
眠
負
債
」
と
い
う

言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
「
睡
眠
」
に
関
す
る
問
題
へ

の
対
策
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
軽
視
さ
れ
が
ち
な
「
睡

眠
」
で
す
が
、
睡
眠
不
足
や
不
眠

な
ど
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
放
置

す
る
と
、
脳
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
低
下
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
免

疫
機
能
の
低
下
や
う
つ
病
、
生
活

習
慣
病
や
肥
満
の
原
因
、
が
ん
な

ど
の
深
刻
な
疾
病
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
特
に

不
眠
と
相
互
に
作
用
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
、
う

つ
病
や
メ
ン
タ
ル
不
調
の
早
期
発

見
等
を
目
的
と
し
た
「
睡
眠
保
健

指
導
」
が
で
き
る
保
健
師
等
の
人

材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
睡
眠
の

保
健
指
導
の
進
め
方
を
、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
通
し
て
実
践
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ま
が
実
施
す

　
す
で
に
資
格
を
持
っ
て
い
る
が

知
識
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た

い
、
自
身
の
勉
強
の
た
め
に
受
講

し
た
い
、と
い
う
声
に
お
応
え
し
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
「
試
験
免

除
・
資
格
認
定
な
し
」
で
の
受
講

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
最
新
の
知
識
が
学
べ
る

講
習
会
で
す
。
受
け
付
け
は
先
着

順
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
７
月
23
日
㈪
〜
27
日

る
た
め
に
必
要
な
「
基
本
的
ス
キ

ル
」
を
習
得
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
過
去
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ

㈮
　
※
資
格
認
定
を
受
け
な
い
場

合
、
26
日
㈭
ま
で

【
会
場
】
フ
ォ
ー
ラ
ム
ミ
カ
サ
エ

コ
（
東
京
都
千
代
田
区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】
５
万
４
千

円
　
※
資
格
認
定
を
受
け
な
い
場

合
、
４
万
１
５
８
０
円

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
家
族
計
画
の
目

的
と
運
動
史
、
母
体
保
護
法
と
関

連
法
規
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
、
出
生
前
遺
伝

子
診
断
の
今
日
的
課
題
、
人
工
妊

娠
中
絶
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

【
開
催
日
】
８
月
５
日
㈰

【
会
場
】
平
和
と
労
働
セ
ン
タ

ー
・
全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京

区
）

妊
娠
の
成
立
・
受
精
・
受
胎
、
不

妊
、
性
感
染
症
、
避
妊
法
総
論
、

避
妊
法
各
論
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
法

を
使
っ
た
避
妊
指
導
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
実
際
と
避
妊
指
導
、
実
習
、

グ
ル
ー
プ
討
議
、
試
験

【
講
師
（
敬
称
略
）】
北
村
邦
夫
、

勝
部
ま
ゆ
み
、
堀
成
美
、
佐
藤
孝

道
、
吉
村
𣳾
典
、
大
川
玲
子
、
寺

内
公
一
、
丸
本
百
合
子
、
齋
藤
益

子
、
三
橋
裕
行
、
杉
村
由
香
理 

ほ
か

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

※
資
格
認
定
を
受
け
な
い
場
合
、

看
護
教
員
、
薬
剤
師
、
医
師
も
受

講
で
き
ま
す

【
受
講
料
（
税
込
）
】
１
万
８
０

０
円
＋
テ
キ
ス
ト
代
「
睡
眠
保
健

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
日
本
家
族

計
画
協
会
発
行
）
１
０
８
０
円

【
講
師
】
巽
あ
さ
み
（
浜
松
医
科

大
学
医
学
部
看
護
学
科
教
授
）

【
対
象
者
】
産
業
保
健
分
野
の
保

健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

＊都合により開催が中止または、受講料・内容等が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

セミナー名 開催地 開催日 受講料（税込）
第2回性の多様性を学ぶセミナー
～LGBTの若者の理解と教育現場
での支援のあり方～

大阪 6月9日㈯ 10,800円

第5・6回
メンタルヘルスセミナー

東京 7月21日㈯
各10,800円

愛知 12月15日㈯

第33・34回栄養指導を結果につ
なげるセミナー

東京 7月28日㈯ 10,800円
+テキスト代3,240円愛知 8月26日㈰

第15回生きるための心の教育セミ
ナー（ベーシック編） 東京 8月4日㈯ 10,800円

思春期保健相談士は8,640円
第81回思春期保健セミナーコース
Ⅰ（総論編） 東京

9月15日㈯～
17日（月・祝）

32,400円
思春期保健相談士は16,200円

第82回思春期保健セミナーコース
Ⅰ（総論編）※中継 大阪

各21,600円
思春期保健相談士は16,200円第83回思春期保健セミナーコース

Ⅰ（総論編）※中継 福岡

第3回データヘルス支援セミナー 東京 9月21日㈮ 10,800円

〜
知
識
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
よ
り
身
近
に
〜

〜
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
の
睡
眠
保
健
指
導
〜

第
１０３
回

受
胎
調
節
実
地
指
導
員
認
定
講
習
会

第
９
回

睡
眠
保
健
指
導
セ
ミ
ナ
ー

セミナーの一覧、詳細、お申し込みは本会ＨＰから！

本会家族計画研究センター  2017年度主な業績等一覧
【著書】
1 ）北村邦夫・伊藤理佐:ティーンズ・ボディーブック新装改訂

版、第 3版、中央公論新社、東京、2018
2 ）（監修）北村邦夫・芦野由利子：IPPF セクシュアル／リプロ

ダクティブ・ヘルス用語集、JOICFP、102頁、東京、2017
3 ）北村邦夫：10代の後輩におくる僕の性教育、第62刷、日本家族

計画協会、37頁、東京、2017
4 ）北村邦夫：思春期の君たちにおくる僕の性教育、第18刷（一部

改訂）、日本家族計画協会、32頁、東京、2017
【共著】
1 ）北村邦夫：Chapter 2  思春期から青年期のあなたに　07 知っ

ておきたい緊急避妊のこと、ハッピーライフのために女性が知
っておきたい30のこと（編著 吉村𣳾典）、44-49、毎日新聞出版、
東京、2018

2 ）北村邦夫：最新保健体育［改訂版］教授用参考資料、2-2 性意
識と性行動の選択、216-223、大修館書店、東京、2017

3 ）北村邦夫：最新保健体育［改訂版］教授用参考資料、2-5 家族
計画と人工妊娠中絶、242-251、大修館書店、東京、2017

【パンフレットなど】
1 ）北村邦夫：感染症豆知識 「性感染症の動向～子宮頸がんの原

因ウイルスであるHPVを話題に」、都医ニュース Vol.624、7、
東京都医師会、2018年 2月15日

2 ）北村邦夫：MOVING 特集 1 「女性ホルモンと生涯を通じた女
性の健康」、北九州市立男女共同参画センター ムーブ、
vol.83:2-3、2017年10月 

【論文】
1 ）北村邦夫：総論 地域で総合診療医が関わる性教育・避妊教

育、月経地域医学、12月号 31(12):11-16、2017
2 ）北村邦夫：聞いて納得！薬剤師注目の急上昇ワード 第26回

「緊急避妊薬」、調剤と情報 10月号、23(14):41-45、2017
3 ）北村邦夫：特集 思春期―その正しい理解と対応 6.思春期の性

と避妊、最新女性医療（Women's Healthcare Update）、
4(2):88-95、2017

4 ）北村邦夫：東京地区におけるクラミジア・トラコマチスおよび
淋（りん）菌検査の実施成績、東京都予防医学協会年報2017年
度版 性感染症検査、第46号:131-136、2017

5 ）北村邦夫：女性内分泌クリニカルクエスチョン90（編集 百枝幹
雄）Q60 OCの使い分けは？、CLINICAL QUESTION、診断
と治療社、136-139、2017

6 ）北村邦夫：女性内分泌クリニカルクエスチョン90（編集 百枝幹
雄） Q61 OCを勧めるコツと、服用を継続させるコツとは？、
CLINICAL QUESTION、診断と治療社、140-143、2017

7 ）北村邦夫：女性内分泌クリニカルクエスチョン90（編集 百枝幹
雄）Q62 緊急避妊薬の使い方は？、CLINICAL QUESTION、
診断と治療社、144-147、2017

8 ）北村邦夫：女性内分泌クリニカルクエスチョン90（編集 百枝幹
雄）Q63 まだ日本に導入されていない避妊法にはどのような
ものがあるか？、CLINICAL QUESTION、診断と治療社、
148-151、2017

【学会発表など】
1 ）北村邦夫：企画セッション:少子化とセクシュアリティ 「セッ

クス嫌いな若者たち―その真相を探る」、日本人口学会2017年
度第 2回東日本地域部会、2018年 3月24日、東京〈60人〉

2）杉村由香理・北村邦夫：日本人女性が男性主導の避妊法を変え
られないのは？、第58回日本母性衛生学会総会・学術集会、10
月 7日、神戸国際会議場、神戸〈100人〉

3）杉村由香理・北村邦夫：婚姻関係にある男女のセックスレス化
がさらに進む、第58回日本母性衛生学会総会・学術集会、10月
6日、神戸国際会議場、神戸〈100人〉

4 ）（座長）北村邦夫：教育講演 3 「生殖医療におけるケアと倫理」
（演者 柴原浩章 兵庫医科大学産科婦人科教授）、第58回日本母
性衛生学会総会・学術集会、10月 6 日、神戸国際展示場 2 号
館、神戸〈500人〉

5）（座長）北村邦夫：～女性の活躍を応援しよう～月経は健康のバ
ロメーターですか？（演者 種部恭子 女性クリニック We! 
TOYAMA院長）、第36回日本思春期学会総会・学術集会、 8 月
27日、宮崎シーガイア コンベンションセンター 4 F 天瑞、宮
崎〈230人〉

6）杉村由香理・北村邦夫：優秀口演「性交開始年齢に影響を及ぼ

す要因に関する研究」、第36回日本思春期学会総会・学術集会、
8 月26日、宮崎シーガイア コンベンションセンター、宮崎
〈100人〉

7）杉村由香理・北村邦夫：国民は「性に関する事柄」の何をいつ
までに知るべきだと考えているか、第36回日本思春期学会総
会・学術集会、 8 月27日、宮崎シーガイア コンベンションセ
ンター、宮崎〈100人〉

8 ）(Moderator) Kunio Kitamura: Cervical cancer protection in 
Japan: Where are we now? (Speaker 1) Yutaka Ueda.MD, 
Ph.D,Proposal for a more efficient future strategy for 
protection against cervical cancer in Japan (Speaker 2） 
Asami Yagi,BFA, The 21st International Epidemiological 
A s s o c i a t i o n ( I E A ) / W o r l d  C o n g r e s s  o f 
Epidemiology(WCE2017),20 Aug.,Sonic City, Saitama,Japan 
〈240人〉

9 ）(Moderator) Kunio Kitamura: Home sperm test ～ A novel 
device for male infertility screening with smartphone, 
(Speaker) Yoshimoto Kobori MD,Ph.D,The21st International 
Epidemiological Association(IEA)/World Congress of 
Epidemiology(WCE2017),22 Aug., Sonic City,Saitama,Japan
〈130人〉

【主な講演会】
1 ）北村邦夫：豊島区医師会学術講演会（医師対象）、これが性感染

症だ！性の健康教育の中でどう語るか？、池袋、2018年 3月22
日〈50人〉

2 ）北村邦夫：岩倉高等学校 平成29年度教職員研究会（教職員対
象）、高校生の豊かな性と生を考える、上野、2018年3月22日
〈100人〉

3 ）北村邦夫：本会社会貢献事業:京都光華女子大学助産学専攻科
開設記念講演、リプロダクティブ・ヘルス／ライツとは～豊か
な性を生きるためのヒント～、2018年 3月21日〈100人〉

4 ）北村邦夫：本会社会貢献事業:茨城県立中央看護専門学校、豊
かな性を生きるためのヒント、2018年 2月26日〈250人〉

5 ）北村邦夫：本会社会貢献事業:新潟青陵大学、豊かな性を生き
るためのヒント、2017年11月26日〈180人〉

6 ）北村邦夫：本会社会講演事業:福岡教育大学、リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツ、2017年 7月21日〈230人〉

7）北村邦夫：杉並学院高等学校性教育講演、思春期の性とこころ
～高校生として、知らなければいけないこと／注意しなければ
いけないこと～、杉並学院高等学校体育館、11月29日、杉並区
〈生徒485人、教職員35人、計520人〉

8）北村邦夫：福島県学校保健会北会津支部保健主事・養護教諭合
同研修会、思春期の子ども達のために～性に関する指導者への
メッセージ～、11月 8日、福島〈80人〉

9）北村邦夫：性教育講演会「中学生の性と生」、日本大学豊山中学
校、11月 1日、東京〈550人〉

10）北村邦夫：日本性科学連合（JFS）第18回性科学セミナー、こ
れからのオチンチンの話をしよう―男性セクシュアリティへの
理解と支援―、電話相談からみるオチンチンの悩み、 大阪府
立大学I-Siteなんば、大阪、10月14日〈150人〉

11）北村邦夫：2017年度 子ども・専門講座 3 「最近の若者の性行
動の特性―結婚しない、セックスしない若者―」、明治安田ここ
ろの健康財団 8階講義室、高田馬場、10月 8日〈75人〉

12）Kunio Kitamura:Initiative in adolescent sexual reproductive 
health/Situation analysis and advocacy in ASRH. JOICFP 妊
産婦の健康改善（B）、10月 5日、保健会館新館10階、東京〈15人〉

13）杉村由香理：思春期保健の取組み～クリニック・電話相談の運
営、5Sの実践について、JOICFP 妊産婦の健康改善（B）、10月
5日、保健会館新館10階、東京〈15人〉

14）北村邦夫：札幌女性医療フォーラム、リプロダクティブ・ヘル
スにおける最近の話題（座長 齋藤豪 札幌医科大学産婦人科教
授）、札幌グランドホテル 本館3階「新緑」の間、9月23日、札
幌〈40人〉

15）北村邦夫：【医療者・報道関係者対象セミナー】〈予防接種と
コミュニケーション〉～メディア、専門家は何を伝え・伝えて
いないか～〈Vaccination & Communication〉What are and 
are not properly informed by media and clinical experts?、思
春期女性への健康支援への立場から、国立国際医療研究センタ
ー DCC 予防接種支援センター、新宿、東京、8月23日〈70人〉

16）Kunio Kitamura：Improvement of Maternal Health (A)2017, 
Initiative in adolescent sexual reproductive health/Situation 
analysis and advocacy in ASRH.（思春期保健の課題の実態把
握と思春期分野におけるアドボカシーの実践について）、JICA・
JOICFP主催、 5月25日、保健会館新館10階〈11人〉

17）杉村由香理：Improvement of Maternal Health (A)2017、思春
期保健の取組み～クリニック・電話相談の運営、5Sの実践につ
いて、JICA・JOICFP主催、5月25日、保健会館新館10階〈11人〉

18）北村邦夫：韓国ソウル大学医学部医療人文学部長キムジョ教授
とジュンホ氏受入れセミナー、Good Practice of Japan Family 
Planning Association(JFPA)（家族計画からリプロダクティブ
ヘルス・ライツへ）、JOICFP主催、保健会館新館 2階〈 2人〉

19）Kunio Kitamura:Initiative in adolescent sexual reproductive 
health/Situation analysis and advocacy in ASRH. JOICFP 妊
産婦の健康改善（A）、5月25日、保健会館新館10階、東京〈12人〉

20）杉村由香理：思春期保健の取組み～クリニック・電話相談の運
営、5Sの実践について、JOICFP 妊産婦の健康改善（A）、5月
25日、保健会館新館10階、東京〈12人〉 

【連載】
1 ）連載：中央公論新社（婦人公論）、WEB KERAKU 女性の悩み

に答えます。「Dr.北村の人〝性〞相談」（第24話～第35話）
2 ）連載：毎日新聞朝刊、「Dr.北村が語る現代思春期」（第26話

～第47話）
【その他―1】機関紙「家族と健康」
1）北村邦夫：本会の発展に尽力した近泰男会長が逝去、家族と健

康12月号（第765号）、1、2017
2 ）北村邦夫：東京都不妊・不育ホットラインの20年間～何がどう

変わったか～、家族と健康11月号（第764号）、4-5、2017
3 ）北村邦夫：本会家族計画研究センター2016年度事業実績報告、

家族と健康 6月号（第759号）、1/4-5、2017
4 ）北村邦夫：ジャパン・セックスサーベイ2017、家族と健康4月

号（第757号）、4-5、2017
【その他―2】メディア報道関連
1）緊急避妊薬市販化先送り、「当事者軽視」高まる批判、産む選

択女性の意思で、北海道新聞、 3月 1日
2 ）自傷行為 生きたいからなのです、切り抜き情報 健康りてらし

い、自殺とネット SOSを見逃さない、Nihon-Mic、 2 月 5 日
発行、東京、2018

3 ）INSIGHTS: Dramatic surge in cases of syphilis puzzles 
experts, The Japan Times, Tuesday, 30 Jan.,2018 

4 ）「梅毒」が急増 気づかず進行、早期検査を、産経新聞、 1月23日
5 ）緊急避妊薬の市販化先送り パブコメ 9 割賛成も「性急」、日経

産業新聞、 1月16日
6）緊急避妊薬 当事者抜き議論、毎日新聞 くらしナビ ライフスタ

イル、12月25日
7 ）アフターピル市販化に医師会が猛反対 世界の潮流と真逆のト

ンデモ決定、週刊金曜日（1162号）、11月24日、2017
8 ）緊急避妊薬のOTC化、圧倒的世論を受けてもやはり不可、

Diamond online、11月16日
9 ）異色の大学教授 高橋健太郎先生、高橋健太郎教授退任記念業

績集、滋賀医科大学 総合周産期母子医療センター、36-37、
2017年11月 1日

10）アフターピル、やはり買えないの? 緊急避妊薬を巡る攻防、日
本経済新聞 電子版、 9月19日
h t t p s : / / w w w . n i k k e i . c o m / a r t i c l e /
DGXMZO21172620V10C17A9000000/

11）ワクチンの安全性をどう伝えるか、CareNet、9月15日、
https://www.carenet.com/news/general/carenet/44640

12）「男性がコンドーム、女性がピルで対等」避妊を男性任せにし
ている日本のセックス、excite、8月23日
http://www.excite.co.jp/News/entertainment_g/20170823/
Cyzowoman_201708_post_150234.html

13）レイプ被害に遭ったら必要なのに、「緊急避妊薬」の市販化が見
送られた理由、サイゾー・ウーマン（Cyzo Woman）、8月22日
http://www.cyzowoman.com/2017/08/post_150216_1.html

14）性の悩みに男女差くっきり LGBT、性交痛、頻度などより踏
み込んだ内容を調査、健康百科、 4月 5日
http://kenko100.jp/articles/170405004280/

れ
た
方
か
ら
は
、

「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
保
健
指
導
の
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
た
」

「
具
体
的
な
不
眠
へ

の
対
処
法
や
保
健
指

導
の
中
で
の
睡
眠
の

組
み
込
み
方
が
学
べ

た
」
な
ど
、
好
評
の

お
声
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
大
切
な
対
象
者
の

心
身
の
健
康
を
守
る

た
め
、
生
産
性
・
労

働
力
向
上
の
た
め
、

保
健
指
導
の
際
に

「
睡
眠
」
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今後の主なセミナー開催予定表

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-016-009
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-016-009
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-007-103
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■ 

実
態
調
査
と
背
景
因
子
の

メ
タ
解
析

　
北
米
で
行
わ
れ
た
調
査
に

よ
る
と
、
個
人
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
初
め
て
手
に
入
れ

る
平
均
年
齢
は
10
・
３
歳
で

す
。
そ
し
て
、
未
成
年
者
が

　
問
題
で
す
。
「
ゴ
有
り
ホ

別
苺
で
お
願
い
し
ま
す
」
は

ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
？

　
こ
の
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｖ
や
親

の
責
任
放
棄
な
ど
を
理
由
に

家
出
を
し
た
、
居
場
所
の
な

い
女
の
子
た
ち
を
保
護
す
る

活
動
を
し
て
い
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
橘
ジ
ュ
ン

さ
ん
と
ご
一
緒
す
る
機
会
に

何
度
か
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
パ
ワ
ー
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、

間
髪
入
れ
ず
に
「
危
な
っ
か

し
い
子
を
目
の
前
に
し
た

ら
、
そ
の
ま
ま
帰
せ
な
い
で

し
ょ
、
そ
の
繰
り
返
し
」

と
。
そ
の
熱
意
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
、
彼
女
を
通
し
て
、

「
居
場
所
の
な
い
女
の
子
」

と
い
う
現
状
を
、
ほ
ん
の
一

部
で
す
が
垣
間
見
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
街
頭
で
の
保
護
活
動

だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
書
き
込
み
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
」
も
行
っ
て
い
ま

す
。
犯
罪
を
摘
発
す
る
の
で

は
な
く
、
出
会
い
系
の
サ
イ

ト
を
介
し
て
居
場
所
を
探
す

女
の
子
た
ち
を
保
護
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
で
す
が
、

彼
女
た
ち
も
直
接
的
な
表
現

で
は
法
に
触
れ
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
る
の
で
、
知
恵
を

絞
り
ま
す
。
「
ウ
リ
、
￥
、

○
、
援
、
サ
ポ
（
サ
ポ
ー

ト
）
」
は
全
て
援
助
交
際
を

意
味
し
ま
す
。
円
光
、
園
校

と
文
字
を
変
換
す
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
「
神
待

ち
」
は
家
出
し
た
少
女
が
泊

め
て
く
れ
る
男
性
（
神
）
を

探
し
て
い
る
状
態
。
女
性
の

弱
み
に
付
け
込
ん
で
自
分
の

こ
の
よ
う
な
モ
バ
イ
ル
を
使

っ
て
性
の
画
像
や
動
画
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
送
っ
た
り

送
り
返
し
た
り
す
る
行
為
、

つ
ま
り「
セ
ク
ス
テ
ィ
ン
グ
」

が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
に
相
当
数
の

調
査
報
告
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
や

背
景
の
全
体
像
は
よ
く
見
え

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
心
理
学
部
の
シ

ェ
リ
・
マ
デ
ィ
ガ
ン
氏
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
１
９
９

０
〜
２
０
１
６
年
の
18
歳
未

満
を
対
象
と
し
た
39
件
の
調

査
報
告
を
メ
タ
解
析
し
、
そ

の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
セ
ク
ス

テ
ィ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
割
合
は
男
女
全

体
の
約
15
％
、
「
セ
ク
ス
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
た
」
つ
ま
り
画

像
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
付

け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
割
合
は
27
％
で
し
た
。
さ

ら
に
、
送
ら
れ
た
画
像
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
、
無
断
で
他
人

へ
転
送
し
た
割
合
は
12
％
、

そ
の
転
送
さ
れ
た
も
の
を
見

た
割
合
は
８
％
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
想
定
で
は
、

同
年
代
の
男
子
に
迫
ら
れ

て
、
女
子
か
ら
自
分
の
ヌ
ー

行
為
を
し
て
い
る
こ
と
が
今

回
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

参
考

M
adigan S, et al.JAM

A 
Pediatrics 2018 Feb.

■ 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と

エ
ッ
ク
ス
線
吸
収
法

　
体
重
（
㌔
㌘
）
を
身
長

（
㍍
）
の
２
乗
で
割
る
だ
け

で
簡
単
に
得
ら
れ
る
体
格
指

数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
は
、
肥
満
あ

る
い
は
痩
せ
を
示
す
基
準
と

し
て
汎は

ん

用よ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
体
脂
肪
を
直
接
見

る
こ
と
の
な
い
Ｂ
Ｍ
Ｉ
だ
け

に
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
と
Ｄ
Ｘ
Ａ
法

で
測
定
し
た
体
脂
肪
率
を
比

較
し
て
精
度
検
定
を
行
い
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｂ
Ｍ

Ｉ
30
以
上
が
肥
満
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
が
30
以
上
で
あ
っ
た
女

性
の
何
割
が
、
体
脂
肪
率
35

％
以
上
、
38
％
以
上
、
40
％

以
上
の
各
段
階
（
い
ず
れ
も

肥
満
に
入
る
）
に
入
っ
た
か

を
見
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ

99
・
３
％
、
97
・
１
％
、

94
・
６
％
で
し
た
。
逆
に
、

体
脂
肪
率
の
各
段
階
に
入
っ

た
女
性
全
体
の
う
ち
、
何
割

が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
以
上
だ
っ
た
か

を
見
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ

32
・
４
％
、
44
・
６
％
、

55
・
２
％
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
す

で
に
体
脂
肪
率
が
35
％
以
上

の
場
合
で
も
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
は

肥
満
と
診
断
さ
れ
ず
見
逃
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
実
際
、
体
脂
肪
率
が
40

％
を
超
え
て
い
て
も
、
半
数

弱
の
肥
満
女
性
は
肥
満
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
バ
ナ
ッ
ク
氏
の
説
明
に
よ

る
と
、
「
中
高
年
女
性
は
加

齢
に
伴
い
骨
や
筋
肉
の
量
が

減
る
。
こ
れ
ら
は
脂
肪
よ
り

重
い
の
で
、
体
重
が
変
わ
ら

な
く
て
も
、
体
重
全
体
に
占

め
る
脂
肪
の
割
合
は
増
え
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
分

布
も
変
化
し
、
特
に
内
臓
脂

肪
の
割
合
が
増
え
る
と
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
氏
は
、
「
コ

ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
Ｂ
Ｍ
Ｉ

は
有
用
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で

診
断
す
る
に
は
不
十
分
と
い

え
る
人
も
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。

参
考

H
ailey B

, et al.
M

enopause V
ol. 25 

M
arch 2018.

■ 

経
口
避
妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
と

の
併
用

　
Ｏ
Ｃ
の
使
用
を
続
け
る

と
、
性
的
欲
求
や
性
覚
醒

（
性
的
刺
激
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
反
応
す
る
状
態
）
が
低
下

す
る
女
性
が
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
女

性
に
対
し
て
、
デ
ヒ
ド
ロ
エ

ピ
ア
ン
ド
ロ
ス
テ
ロ
ン
（
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
）
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル

モ
ン
を
Ｏ
Ｃ
と
同
時
に
使
用

す
る
と
、
性
機
能
の
低
下
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
大
学
産
婦
人
科
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
を
検
証

す
る
た
め
の
予
備
的
試
験

を
、
81
人
の
健
康
な
女
性
被

験
者
（
20
〜
35
歳
）
に
行
い

ま
し
た
。
使
用
し
た
Ｏ
Ｃ
は

エ
チ
ニ
ル
・
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ

ー
ル
と
、
レ
ボ
ノ
ル
ゲ
ス
ト

レ
ル
ま
た
は
ド
ロ
ス
ピ
レ
ノ

ン
と
の
配
合
Ｏ
Ｃ
。
こ
れ
と

併
せ
て
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
経
口
剤

（
50
㍉
㌘
）ま
た
は
そ
の
偽
薬

（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
が
入
っ
て
い
な

い
同
じ
外
観
の
経
口
剤
）
を

投
与
。
被
験
者
個
人
ご
と
の

影
響
を
な
く
す
た
め
、
同
じ

人
が
月
経
周
期
５
周
ご
と
に

「
投
薬
組
み
合
わ
せ
」を
入
れ

替
え
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
法

で
効
果
を
判
定
し
ま
し
た
。

　
被
験
者
の
女
性
は
、
試
験

導
入
前
の
月
経
期
間
１
周
期

は
Ｏ
Ｃ
を
使
用
せ
ず
、
こ
の

期
間
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し

て
、
次
の
周
期
か
ら
10
周
期

の
間
、
毎
日
１
回
決
め
ら
れ

た
Ｏ
Ｃ
と
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
経
口
剤

ま
た
は
偽
薬
を
服
用
し
な
が

ら
、
性
機
能
評
価
日
記
（
あ

ら
か
じ
め
ス
コ
ア
化
さ
れ
た

性
的
欲
求
・
覚
醒
の
程
度
を

被
験
者
自
身
が
毎
日
記
入
す

ド
画
像
な
ど
を
送
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
解
析

か
ら
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は

認
め
ら
れ
ず
、
男
女
の
違
い

や
年
齢
差
は
、
セ
ク
ス
テ
ィ

ン
グ
す
る
行
為
に
は
関
連
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
研
究
者
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
「
メ
ー
ル
の
ば
ら
ま
き
転

送
行
為
」
は
悪
質
で
、
い
じ

め
、
恐
喝
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
に
発
展
す
る
も
の
で
あ

る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
自
分
自
身
が
所
有

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク

セ
ス
す
る
未
成
年
者
は
、
今

や
全
体
の
半
数
を
超
え
、
人

目
に
触
れ
ず
に
情
報
を
共
有

で
き
る
環
境
の
中
で
、
な
ん

と
８
人
に
１
人
が
ば
ら
ま
き

る
も
の
）
を
付
け
る
と
い
う

方
法
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
の
ス
コ
ア
か
ら
見
て
、
Ｏ

Ｃ
と
偽
薬
を
使
用
し
た
５
周

期
の
間
ス
コ
ア
は
低
下
し
、

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
を
使
用
し
た
５
周

期
で
は
ス
コ
ア
が
改
善
し
、

ほ
ぼ
予
想
通
り
で
し
た
。
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
投
与
中
に
高
い
性
ホ

ル
モ
ン
の
血
中
濃
度
を
示
し

た
女
性
は
、
改
善
効
果
も
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

性
機
能
の
低
下
は
Ｏ
Ｃ
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
（
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
）

が
減
少
す
る
た
め
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
は
、

体
内
で
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
や

女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ラ

ジ
オ
ー
ル
）
に
変
換
さ
れ
て

こ
の
よ
う
な
改
善
効
果
を
示

す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
考

van Lunsen, et al.
Contraception 2018 
Feb.

欲
求
を
満
た
す
狼
男
が

〝
神
〞
か
ぁ
?!
　
隠
語
と
は

い
え
、
そ
の
表
現
に
何
と
も

い
え
な
い
怒
り
を
感
じ
ま

す
。
し
か
し
誰
も
頼
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
ん
な
奴
で
も

神
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
状

況
を
察
す
る
と
、
何
と
も
切

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
し

か
る
べ
き
援
助
者
を
探
す
方

法
が
分
か
ら
な
い
子
が
増
え

て
い
る
の
で
、
電
話
と
い
う

手
段
で
相
談
で
き
る
の
は
、

ま
だ
救
い
が
あ
る
の
だ
と

か
。
そ
ん
な
事
情
も
あ
っ

て
、
若
者
の
利
用
度
の
高
い

場
所
に
攻
め
入
る
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
が
活
躍
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
冒
頭
の
問
題
の
答

え
は
、
「
コ
ン
ド
ー
ム
着

用
、
ホ
テ
ル
代
は
別
、
１
万

５
千
円
で
お
願
い
し
ま
す
」

女
性
か
ら
の
援
助
交
際
の
条

件
提
示
で
し
た
。
こ
ん
な
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
見
つ
け
た

居
場
所
も
、
そ
れ
が
ず
っ
と

安
心
し
て
休
ま
る
場
所
で
あ

り
続
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん

が
。
実
は
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
保
護
し
た
女
性

が
、
男
性
の
と
こ
ろ
に
舞
い

戻
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
だ
そ

う
で
す
。
狼
男
に
学
ぶ
と
す

れ
ば
、
一
夜
を
過
ご
す
空
間

の
提
供
と
、
暴
力
が
な
い
こ

と
は
大
前
提
と
し
て
、
（
ひ

と
ま
ず
）
話
を
聴
い
て
（
口

先
だ
け
で
も
）
優
し
い
言
葉

を
か
け
、
関
心
を
持
っ
て

（
い
る
よ
う
に
接
し
て
）
く

れ
る
。
そ
れ
を
求
め
て
い
る

の
だ
と
す
れ
ば
、
居
所
だ
け

で
な
く
大
事
に
さ
れ
る
、
必

要
と
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
こ
と
も
居
場
所
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
い
い

ね
！
」
が
嬉
し
い
よ
う
に
誰

も
が
持
つ
当
た
り
前
の
感
情

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
事
者
＝
被
害
者
が
必
死

に
頑
張
る
こ
と
や
、
気き

概が
い

の

あ
る
個
人
が
援
助
を
続
け
る

の
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
な

ど
社
会
が
見
守
り
助
け
る
制

な
い
思
い
も
湧
き
出
ま
す
。

　
本
会
の
電
話
相
談
に
も
援

助
交
際
の
末
の
ト
ラ
ブ
ル
を

抱
え
て
い
る
女
の
子
か
ら
の

相
談
が
あ
り
、
当
事
者
と
の

接
触
が
全
く
な
い
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
、
橘
さ
ん
い
わ

く
、
言
葉
で
要
領
よ
く
説
明

度
が
、
地
域
格
差
な
く
稼
働

す
る
こ
と
を
願
う
思
い
が
あ

ら
た
め
て
強
く
な
り
ま
し

た
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

で
、
正
確
な
肥
満
度
を
測
れ

る
の
か
ど
う
か
、
読
者
の

方
々
は
疑
問
に
思
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
Ｂ
Ｍ

Ｉ
の
他
に
も
エ
ッ
ク
ス
線
を

使
っ
て
体
脂
肪
の
量
を
測
定

す
る
Ｄ
Ｘ
Ａ
（
デ
キ
サ
）
法

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
骨
量
の
測
定
に
よ
く
使

わ
れ
る
一
般
的
な
方
法
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
疫
学
環
境

衛
生
部
門
の
ヘ
イ
リ
ー
・
バ

ナ
ッ
ク
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
疫

学
研
究
に
参
加
し
た
閉
経
後

の
女
性
１
３
２
９
人
を
対
象
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し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、

精
子
提
供
も
無
料
な
の
で
、

女
性
が
子
ど
も
を
欲
し
い
と

思
っ
た
瞬
間
に
、
国
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
を
ほ
ぼ
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
を
産
ん
で
か
ら
の

社
会
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
託
児

は
近
所
に
住
む
中
高
年
女
性

に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

子
ど
も
を
預
け
る
人
は
知
っ

て
い
る
人
に
頼
む
の
で
安
心

だ
し
、
預
か
る
女
性
た
ち
も

仕
事
と
し
て
お
金
が
も
ら
え

る
。
近
所
同
士
で
多
少
の
時

間
の
融
通
は
利
き
、
双
方
う

　
不
妊
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
晩
婚
化
と
そ

れ
に
伴
う
卵
子
の
老
化
に
よ

る
問
題
が
一
番
大
き
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
を
不
妊
と
言
う

べ
き
か
と
い
う
と
難
し
い
の

で
す
が
、
37
歳
以
上
の
女
性

で
は
急
激
に
妊
娠
率
が
下
が

り
、流
産
率
は
上
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で

は
若
く
し
て
妊
娠
さ
れ
る
方

が
少
な
く
、
妊
娠
率
が
下
が

っ
て
く
る
年
齢
に
な
っ
て
か

ら
、
ご
結
婚
な
り
、
妊
娠
を

考
え
る
方
が
多
い
。
そ
う
す

る
と
な
か
な
か
妊
娠
し
づ
ら

く
、
不
妊
外
来
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
日
本
の
場
合
、
男
性

が
産
婦
人
科
の
外
来
に
い
ら

  

今
月
よ
り
４
回
に
わ
た
っ
て
お
送
り
す
る
「
妊
娠
前
か
ら
考
え
て
行
動
す
る
重
要

性
」
。
第
１
回
目
は
本
会
葉
酸
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家
会
議
委
員
長
で
も
あ
る

慶
應
義
塾
大
学
の
田
中
守
氏
に
、
日
本
人
女
性
の
痩
せ
志
向
や
不
妊
の
問
題
、
葉
酸

摂
取
の
利
点
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

ま
く
い
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
一
人
ご
と
に
手
当

が
付
い
て
、
託
児
以
外
の
子

育
て
支
援
も
手
厚
い
。
つ
ま

り
根
本
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
、

日
本
に
比
べ
る
と
非
常
に
低

い
。
出
生
率
も
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
日

本
は
ま
だ
ま
だ
か
な
と
い
う

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
不
妊
の
主
な
原

因
は
、
そ
も
そ
も
若
い
方
が

な
か
な
か
妊
娠
さ
れ
る
環
境

に
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
ざ
お
子
さ
ん
が
欲
し
い
と

思
っ
た
と
き
に
は
も
う
遅
い

と
い
う
か
、
妊
娠
す
る
こ
と

が
医
学
的
に
な
か
な
か
難
し

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
方
に
対

す
る
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
も

必
要
で
す
。

女
性
の
痩
せ
志
向
は
妊
娠
時
に
も
影
響
す
る

「
不
妊
」
を
社
会
的
側
面
か
ら
考
え
る

多
様
性
へ
の
寛
容
さ

対
策
を
打
て
ば
予
防
で
き
る
障
害
も
あ
る

葉
酸
配
合
サ
プ
リ
メ
ン
ト

　
海
外
で
は
、
妊
娠
に
関
わ

る
教
育
や
支
援
が
行
き
届
い

て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
米

国
で
は
妊
婦
さ
ん
に
マ
ル
チ

ビ
タ
ミ
ン
を
処
方
し
て
い
ま

す
。
中
国
や
イ
ン
ド
で
も
出

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本

に
住
む
外
国
人
の
妊
婦
さ
ん

に
、
自
国
で
は
ず
っ
と
出
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
に
、
日

本
で
は
出
し
て
く
れ
な
い
の

か
？
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
日
本
で
は
、
妊
婦

さ
ん
に
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
を

処
方
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
何
か
勧
め
る
と
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
は
「
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
マ
ル
チ

ビ
タ
ミ
ン
の
置
い
て
あ
る
コ

ー
ナ
ー
に
行
っ
て
、
葉
酸
の

入
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で

飲
む
方
が
い
い
で
す
よ
」
み

た
い
な
、
ざ
っ
く
り
し
た
話

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
、
日
本
家
族
計
画
協

会
か
ら
の
お
話
で
、
葉
酸
配

合
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
葉
酸

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
＋
）
の
配
合
デ
ザ

イ
ン
や
、
医
療
機
関
等
に
配

布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
関
わ
り
ま
し
た
。
厚
生

労
働
省
は
、
通
常
の
食
事
か

ら
の
葉
酸
摂
取
に
加
え
、
い

わ
ゆ
る
栄
養
補
助
食
品
か
ら

１
日
４
０
０
㍃
㌘
の
モ
ノ
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
型
葉
酸
を
摂
取

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
同
製
品
は
、
こ
の

推
奨
に
基
づ
い
て
、
モ
ノ
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
型
葉
酸
４
０
０

㍃
㌘
を
配
合
し
、
さ
ら
に
食

事
摂
取
基
準
や
日
本
人
の
平

均
摂
取
量
を
参
考
に
、
カ
ル

シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

鉄
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
、
乳
酸

菌
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

合
し
ま
し
た
。

　
「
葉
酸
を
飲
む
な
ら
こ
れ

で
す
よ
」
と
言
え
る
具
体
的

な
製
品
が
あ
る
か
な
い
か

で
、
妊
娠
前
や
妊
娠
中
の
女

性
へ
の
説
明
が
だ
い
ぶ
違
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
の
人
だ
け
で
な
く
、

葉
酸
を
と
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
と
話
す
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
と
き
に
、
実
際
に
薦
め

ら
れ
る
よ
う
な
、
品
質
と
安

全
性
を
重
視
し
た
製
品
が
存

在
す
る
、
と
い
う
の
は
大
事

　
臨
床
で
感
じ
る
の
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
国
の

対
応
の
甘
さ
で
す
。
風
疹
や

は
し
か
、
あ
る
い
は
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
国
が

お
金
を
出
し
て
打
て
ば
い

い
。
諸
外
国
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
、
打
た
な
い
子
は
登
校
さ

せ
な
い
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。

　
二
分
脊
椎
症
に
つ
い
て

も
、
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
、
予

防
す
る
方
法
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
積
極
的
な
対
策

を
打
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
女
子
栄
養
大
学
の

香
川
靖
雄
先
生
が
昨
年
の
講

演
で
、
二
分
脊
椎
症
の
発
症

数
が
先
進
国
の
中
で
日
本
だ

け
増
加
し
て
い
る
、
と
い
う

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
妊
娠
初
期
に
葉
酸
が
不
足

す
る
と
二
分
脊
椎
症
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

米
国
で
二
分
脊
椎
症
が
減
少

に
転
じ
た
背
景
に
は
、
穀
類

に
葉
酸
を
添
加
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
穀

類
へ
の
葉
酸
添
加
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
厚

生
労
働
省
は
、
多
く
の
ビ
タ

ミ
ン
の
中
で
葉
酸
だ
け
は
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
か
ら
の
摂
取

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
外
来
で
は
、

不
妊
で
は
な
く
妊
娠
さ
れ
た

方
を
主
に
診
て
い
ま
す
。
妊

婦
さ
ん
の
年
齢
は
幅
広
く

て
、
40
歳
を
過
ぎ
て
い
る
人

も
大
勢
い
ま
す
。
最
高
齢
は

59
歳
で
、
こ
の
方
は
卵
子
の

提
供
を
受
け
て
の
妊
娠
で
し

た
。
他
人
の
卵
子
で
妊
娠
さ

れ
て
い
る
方
、
夫
以
外
の
人

の
精
子
で
妊
娠
す
る
方
、
性

同
一
性
障
害
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
。

　
そ
う
い
う
多
様
性
に
対
し

て
社
会
が
ど
れ
だ
け
寛
容
か

と
い
う
こ
と
は
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
全
般
に
関
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
養
子
縁
組
の
考
え
方
も
国

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
米
国

で
は
、
養
子
縁
組
は
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白

人
の
夫
婦
が
東
洋
人
や
黒
人

の
子
ど
も
を
連
れ
て
い
て
も

全
然
不
思
議
じ
ゃ
な
い
で
す

か
ら
。
で
も
日
本
だ
っ
た

ら
、
白
人
の
子
を
連
れ
て
い

　
晩
婚
化
の
一
方
で
、
若
い

女
性
の
健
康
面
に
も
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
痩
せ

て
い
る
ア
イ
ド
ル
や
女
優
が

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
で
、

「
あ
あ
い
う
人
が
一
番
き
れ

い
な
ん
だ
」
と
頭
の
中
に
刷

り
込
ま
れ
て
い
く
。
私
な
ん

か
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
あ

の
子
は
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
、
い
ろ
い
ろ
心
配
し
ち
ゃ

い
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）
。

　
最
近
の
学
会
で
は
、
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
問
題
が
か
な

り
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
無
月
経
に
な

る
と
非
常
に
体
に
よ
く
な
い

の
で
、
ピ
ル
を
飲
む
な
り
し

て
、
あ
る
程
度
バ
ラ
ン
ス
を

保
と
う
と
い
う
方
向
性
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
は
、
意
識
が
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
情
報
が
届
い
て
い
る
の
は

ま
だ
わ
ず
か
一
部
の
人
で

す
。

っ
し
ゃ
る
機
会
が
少
な
い
と

い
う
の
が
一
つ
の
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
年
齢

が
高
く
な
る
と
妊
娠
し
に
く

く
な
る
の
は
間
違
い
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
日
本
で
は

「
子
ど
も
は
女
性
が
産
む
も

の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
男
性
が
積
極
的
に
関
与

す
る
と
い
う
姿
勢
が
弱
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
少
子
化
対
策
と
い
う
大
き

な
話
を
す
る
と
、
例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ス
ラ
エ
ル
を
見

て
い
る
と
、
政
府
の
サ
ポ
ー

ト
が
か
な
り
大
き
い
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
不
妊
治
療
に
か
か

る
全
て
の
費
用
が
ほ
ぼ
無
料

で
す
。
先
日
フ
ラ
ン
ス
の
医

学
生
に
聞
い
た
ら
、
卵
子
提

供
も
無
料
だ
と
言
っ
て
い
ま

　
そ
れ
こ
そ
一
般
の
中
学
校

や
高
校
で
、
痩
せ
て
い
て
、

運
動
し
過
ぎ
で
、
生
理
が
来

な
い
女
子
生
徒
に
対
し
て
、

そ
れ
は
健
康
的
で
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
ど
う
伝
え
て
い

く
か
が
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
さ
ん
が
痩
せ

て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
実
は
日
本
と

韓
国
だ
け
で
す
。
10
〜
20
年

前
に
は
、
太
ら
せ
な
い
産
科

が
流
行
り
、
妊
娠
中
の
体
重

を
管
理
し
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
喜
ん
で
通
う
妊
婦

さ
ん
が
大
勢
い
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア

で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

時
は
す
ご
く
細
く
て
、
お
母

さ
ん
に
な
っ
た
時
と
の
差
が

大
き
い
人
が
い
ま
す
よ
ね
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
、
妊
婦

の
糖
尿
病
や
肥
満
の
方
が
深

刻
で
す
。
で
も
日
本
や
韓
国

で
は
、
痩
せ
る
こ
と
を
目
標

に
す
る
女
性
が
多
い
た
め

か
、
妊
婦
さ
ん
も
太
ら
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

来
ら
れ
る
こ
ろ
に
は
、
神
経

管
が
閉
じ
る
時
期
は
も
う
過

ぎ
て
い
ま
す
。当
然「
今
か
ら

で
は
遅
い
」
と
は
言
い
き
れ

ま
せ
ん
が
、「
本
当
に
二
分
脊

椎
症
の
予
防
を
す
る
な
ら
、

妊
娠
前
か
ら
飲
ん
で
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

よ
」と
、言
い
た
い
け
ど
言
え

な
い
。
ぜ
ひ
妊
娠
を
考
え
た

そ
の
と
き
か
ら
飲
み
始
め
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
大
き
な

視
野
で
は
、
香
川
先
生
の
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
日
本
人

全
体
に
葉
酸
の
摂
取
が
不
足

し
て
い
て
、
脳
卒
中
や
認
知

症
予
防
に
も
葉
酸
が
有
効
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
全
国

民
が
等
し
く
健
康
に
な
る
よ

う
に
葉
酸
を
と
る
と
い
う
の

が
ベ
ス
ト
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
臨
床
で
患
者
さ

ん
と
接
し
て
い
る
人
間
と
し

て
は
、
や
は
り
妊
婦
さ
ん
、

妊
娠
を
考
え
て
い
る
方
、
妊

娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
が
、

葉
酸
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
い

る
か
が
一
番
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
葉
酸
に
関
す
る
情
報
提
供

や
教
育
に
つ
い
て
、
ま
ず
き

ち
ん
と
伝
え
る
べ
き
対
象

は
、
不
妊
症
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
通

う
の
は
、
お
子
さ
ん
が
欲
し

い
人
た
ち
だ
か
ら
、
そ
の
人

た
ち
に
は
１
０
０
％
葉
酸
を

摂
取
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
、
高
い
お
金
を
払
っ
て
不

妊
治
療
を
や
っ
て
い
る
の

に
、
葉
酸
摂
取
が
抜
け
て
し

ま
う
と
、
そ
の
後
を
診
る
産

科
医
と
し
て
は
非
常
に
残
念

で
す
。
葉
酸
を
き
ち
ん
と
と

れ
ば
、
胎
児
の
二
分
脊
椎
症

の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
こ
と

は
デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
な

の
で
す
か
ら
。

　
し
か
し
、
不
妊
症
で
は
な

く
、
妊
娠
を
考
え
て
い
る
人

の
多
く
は
、
ま
だ
そ
の
段
階

で
は
産
科
に
来
な
い
の
で
、

我
々
と
は
ほ
と
ん
ど
接
点
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
妊
症
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
行
く
こ
と
な
く
妊

娠
さ
れ
る
大
多
数
の
方
に
対

し
て
、
ど
う
や
っ
て
情
報
を

伝
え
て
い
く
か
は
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。 

（
次
号
に
続
く
）

た
り
す
る
と
違
和
感
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
家
族
計
画
が

う
ま
く
い
か
な
く
て
、
望
ま

ず
し
て
で
き
た
子
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
の
も
非
常
に
大

き
な
問
題
で
す
。日
本
で
は
、

望
ま
ず
し
て
で
き
た
子
を
、

望
ん
で
も
で
き
な
い
人
に
う

ま
く
橋
渡
し
す
る
と
い
う
仕

組
み
が
弱
い
。
だ
か
ら
中
絶

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悪

循
環
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
夫
婦
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形

態
が
あ
り
ま
す
し
、
お
子
さ

ん
を
持
つ
こ
と
を
手
助
け
す

る
の
が
我
々
の
ス
タ
ン
ス
で

す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、な
か
な

か
法
制
度
が
追
い
つ
か
な
い

部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
や
弱
者
へ
の
ケ
ア
、

あ
る
い
は
子
ど
も
が
欲
し
く

て
も
で
き
な
い
方
に
対
し
て

何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
社
会
が
き
ち
ん
と
考
え
て

い
か
な
い
と
。
そ
れ
は
医
学

的
な
こ
と
だ
け
で
解
決
す
る

問
題
で
は
な
い
で
す
し
、
こ

こ
で
も
多
様
性
に
対
す
る
寛

容
さ
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
我
々
産

科
の
医
師

が
一
番
残

念
に
思
う

の
は
、
妊

娠
が
分
か

っ
て
か

ら
、
「
葉

酸
を
飲
ん

だ
ほ
う
が

い
い
で
す

か
？
」
と

聞
か
れ
る

こ
と
で

す
。
妊
娠

が
分
か
っ

て
、
我
々

の
外
来
に

田中守氏
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本
連
載
で
は
現
在
、
「
職
域
保
健
に
お
け
る
地
方
、
地
域
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
リ
ア
の
特
徴
と
、
そ
こ
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
金
沢
医
科
大
学
看
護
学
部
講
師
の
中
田
ゆ
か
り
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
産

業
保
健
現
場
と
教
育
現
場
の
両
面
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
同
じ
敷
地
内
に
親
会
社

の
産
業
保
健
師
・
看
護
師
が

複
数
お
ら
れ
た
た
め
、
困
っ

た
と
き
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
、
な
ん
と
か
産
業
保
健

活
動
を
続
け
て
い
け
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
は
、
親
会
社
と

は
全
く
違
い
、
入
社
前
の
面

接
で
「
総
務
業
務
半
分
、
本

来
（
産
業
保
健
師
）
業
務
半

分
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
お

り
、
入
社
後
３
年
ほ
ど
は
総

務
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
該
事
業
所
は
親

会
社
が
２
社
の
合
弁
会
社
で

し
た
。
親
会
社
２
社
と
プ
ロ

パ
ー
社
員
の
健
康
診
断
の
委

託
先
は
全
て
異
な
っ
て
い

て
、
計
３
機
関
。
深
夜
業
務

従
事
者
健
康
診
断
と
特
殊
健

康
診
断
が
年
に
各
２
回
あ
る

の
で
、
健
康
診
断
の
調
整
業

務
は
都
合
６
回
分
で
し
た
。

　
そ
の
会
社
は
当
時
の
Ｍ
＆

Ａ（
企
業
の
合
併
・
買
収
）の

あ
お
り
を
受
け
て
、
次
々
と

別
の
会
社
の
傘
下
と
な
る
状

況
が
続
き
、
最
後
に
は
会
社

の
希
望
退
職
制
度
に
乗
り
、

政
策
研
究
大
学
院
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
授

鈴
木
　
眞
理

　
１
社
目
は
、
本
社
が
姫
路

市
に
あ
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

や
テ
レ
ビ
の
液
晶
パ
ネ
ル
を

製
造
す
る
合
弁
会
社
で
、
親

会
社
で
あ
る
某
大
手
Ｉ
Ｔ
企

業
の
敷
地
内
で
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
従
業
員
数
は
約

４
０
０
名
程
度
の
事
業
所
で

し
た
。

　
一
人
職
場
だ
っ
た
の
で
、

全
く
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

　
私
が
住
ん
で
い
る
滋
賀
県

は
、
県
内
企
業
数
に
占
め
る

中
小
企
業
の
割
合
が
99
・
８

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
小
企
業
の
従
業
者
数

の
割
合
は
、
83
・
８
％
（
全

国
平
均
69
・
７
％
）
と
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
従
業
者
数

を
業
種
別
に
見
る
と
、
「
製

造
業
」
が
最
も
多
く
、
滋
賀

県
は
い
わ
ば
「
モ
ノ
づ
く
り

の
県
」
と
い
え
ま
す
。

　
私
は
、
看
護
師
、
行
政
保

健
師
な
ど
の
経
験
を
経
て
、

産
業
保
健
師
の
道
に
進
み
ま

し
た
。
私
の
産
業
保
健
現
場

で
の
経
験
は
約
20
年
で
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
役
割

　
ビ
タ
ミ
ン
は
ご
く
微
量
で

体
の
機
能
を
整
え
る
有
機
化

合
物
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
ビ

タ
ミ
ン
は
食
品
か
ら
摂
取
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
体
で
作
ら

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
の
よ
う
な
物

質
が
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

　
９
〜
19
歳
を
思
春
期
と
呼

び
、
脳
か
ら
の
刺
激
で
、
精

巣
か
ら
男
性
ホ
ル
モ
ン
、
卵

巣
か
ら
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
増
加
し
て
始
ま
り
ま

す
。
何
が
引
き
金
に
な
る
か

は
い
ま
だ
不
明
で
す
が
、
栄

養
状
態
に
よ
っ
て
早
ま
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
９
歳
半
〜
14
歳

に
下
垂
体
か
ら
の
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
増
え
て
、
身
長
が
ぐ

ん
と
伸
び
ま
す
。
小
学
生
で

は
、
女
子
は
男
子
よ
り
背
の

伸
び
始
め
が
早
く
、
男
子
よ

り
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
早

く
伸
び
が
止
ま
り
、
男
子
よ

り
最
終
身
長
は
低
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
せ
い
で
す
。

　
６
か
月
遅
れ
て
男
女
と
も

体
重
が
増
加
し
ま
す
。
女
子

で
は
男
子
よ
り
皮
下
脂
肪
が

増
え
ま
す
。
胸
や
腰
は
ふ
っ

く
ら
、
ウ
エ
ス
ト
は
ほ
っ
そ

り
と
い
う
女
性
ら
し
い
体
型

を
作
っ
て
い
る
の
は
皮
下
脂

肪
で
す
。

　
体
重
を
減
ら
す
と
月
経
が

止
ま
る
こ
と
は
経
験
的
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一

７
年
強
で
退
職
し
ま
し
た
。

　
２
社
目
は
、
本
社
が
大
阪

に
あ
る
一
部
上
場
の
製
薬
企

業
の
滋
賀
工
場
で
し
た
。
１

社
目
と
同
じ
く
一
人
職
場
で

し
た
。
会
社
が
違
う
と
、
企

業
の
風
土
が
違
い
、
産
業
保

健
活
動
の
進
め
方
が
違
う
も

の
で
す
が
、
当
該
事
業
所
で

は
、
前
任
者
も
産
業
保
健
師

で
あ
っ
た
た
め
、
産
業
保
健

師
に
よ
る
産
業
保
健
活
動
が

浸
透
し
て
お
り
、
当
該
事
業

所
の
嘱
託
産
業
医
と
も
非
常

に
よ
く
連
携
が
取
れ
、
１
０

０
％
産
業
保
健
師
業
務
に
勤い

そ

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
従
業
員
の
有
志
で
立
ち
上

げ
た「
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
禁
煙
活
動

や
適
正
飲
酒
活
動
、
運
動
会

の
実
施
、
駅
伝
大
会
へ
の
参

加
な
ど
、
多
種
多
様
な
活
動

を
展
開
し
、
そ
れ
が
滋
賀
県

よ
り
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
良

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
製
薬
企
業
で
産
業

保
健
師
と
し
て
活
動
し
て
い

る
間
に
、
長
時
間
残
業
者
の

多
い
職
場
で
メ
ン
タ
ル
不
調

者
の
急
増
に
よ
り
、
ド
ミ
ノ

倒
し
の
状
態
に
陥
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
、
大
学
院

へ
の
進
学
を
志
し
、
修
士
課

程
、
博
士
課
程
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
研
究
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
学
位
を
取

得
後
、
縁
あ
っ
て
２
０
１
７

年
４
月
か
ら
、
主
に
本
学
の

保
健
師
選
択
コ
ー
ス
の
学
生

を
対
象
に
教き

ょ
う
べ
ん鞭

を
と
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
一
人
職
場
で

重
責
を
感
じ
な
が
ら
も
、
あ

る
程
度
自
分
の
采
配
で
仕
事

の
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
教
育
現

場
で
は
教
育
職
で
あ
り
な
が

ら
研
究
職
で
も
あ
り
、
一
人

何
役
も
こ
な
さ
な
い
と
い
け

な
い
職
場
だ
と
い
う
こ
と
を

ひ
し
ひ
し
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

　
私
は
産
業
保
健
現
場
が
長

か
っ
た
た
め
、
産
業
保
健
の

単
元
を
主
に
担
当
し
て
い
ま

す
。「
産
業
保
健
」
は
、「
地

域
保
健
」
や
「
学
校
保
健
」

よ
り
も
非
常
に
長
く
、
従
業

員
が
就
職
し
て
か
ら
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
約
40
年
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
産
業
保
健
現
場
の

課
題
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
、
生
活
習
慣
病
対
策
、

過
重
労
働
対
策
、
非
正
規
雇

用
者
の
増
加
や
裁
量
労
働
制

の
増
加
な
ど
多
様
化
す
る
労

働
形
態
へ
の
対
応
、
従
業
員

の
高
年
齢
化
に
伴
う
健
康
対

策
な
ど
、
多
種
多
様
で
す
。

そ
の
た
め
、
産
業
保
健
師
の

役
割
は
と
て
も
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
産
業
保
健

師
は
行
政
保
健
師
と
違
い
、

法
律
に
配
置
義
務
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
非
常
に

不
安
定
な
職
種
で
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
私
は
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
職
種
だ
と
実

感
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
学
生
た
ち
に
一
人
で
も

多
く
、
「
産
業
保
健
師
」
を

選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

「
産
業
保
健
」
が
担
う
予
防

活
動
の
重
要
さ
、
楽
し
さ
を

学
生
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

般
に
体
脂
肪
率
が
12
・
５
％

以
下
に
な
る
と
無
月
経
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
脂
肪
細
胞

が
作
る
レ
プ
チ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
原
因
で
す
。

　
レ
プ
チ
ン
は
脳
に
作
用
し

て
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

を
促
し
て
月
経
を
維
持
し
ま

す
（
図
１
）
。
さ
ら
に
、
レ

プ
チ
ン
に
は
食
欲
を
抑
え
る

作
用
が
あ
り
、
脂
肪
組
織
が

十
分
量
に
達
す
る
と
食
欲
を

抑
え
ま
す
。
レ
プ
チ
ン
を
欠

い
て
い
る
ネ
ズ
ミ
は
子
孫
を

作
れ
ず
、
肥
満
に
な
っ
て
糖

尿
病
に
な
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
は

思
春
期
か
ら
始
ま
る

　
女
子
で
は
一
般
的
に
11
〜

13
歳
ご
ろ
初
潮
を
迎
え
ま

す
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

は
、女
子
で
は
14
〜
15
歳
に
、

男
子
も
18
歳
ま
で
に
全
身
の

骨
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
ピ
ー
ク

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
月
経

を
起
こ
す
、
皮
膚
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
量
を
増
や
す
、
女
性
ら

し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
心

筋
梗
塞
予
防
、
認
知
症
予
防

な
ど
に
重
要
な
働
き
を
し

て
、女
性
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
強
力
な
予
防
因
子
と
な
り

ま
す
。
骨
は
網
目
状
の
コ
ラ

ー
ゲ
ン
の
土
台
に
カ
ル
シ
ウ

ム
が
付
着
し
て
、
弾
力
性
が

あ
る
強
度
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
骨
は
常
に
壊
さ
れ
て
作

ら
れ
て
、
新
し
い
も
の
に
入

れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
女
性

ホ
ル
モ
ン
は
骨
か
ら
カ
ル
シ

ウ
ム
の
抜
け
出
す
の
を
抑
え

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
故
、
閉
経
後
に
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
減
る
と
、
網
目

状
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
土

台
が
傷
み
、
骨
か
ら
ど
ん
ど

ん
カ
ル
シ
ウ
ム
が
抜
け
て
、

す
か
す
か
の
骨
に
な
る
骨
粗

し
ょ
う
症
が
増
え
ま
す
。

　
老
人
が
寝
た
き
り
に
な
る

三
大
原
因
の
一
つ
は
骨
粗
し

ょ
う
症
に
関
係
し
た
骨
折
で

す
。
日
本
の
骨
粗
し
ょ
う
症

患
者
は
１
０
０
０
万
人
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗
し

ょ
う
症
は
老
年
期
に
骨
折
し

て
初
め
て
発
見
さ
れ
た
り
、

検
診
で
診
断
さ
れ
た
り
し

て
、
患
者
は
や
っ
と
食
事
や

運
動
に
気
を
付
け
て
薬
を
飲

み
始
め
た
り
し
ま
す
が
、
実

は
そ
れ
で
は
遅
い
の
で
す
。

　
思
春
期
に
獲
得
さ
れ
た
骨

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
40
歳
ご
ろ

ま
で
維
持
さ
れ
て
、
女
性
で

は
閉
経
を
機
に
急
に
低
下
し

ま
す
。
男
性
も
老
年
に
な
る

と
な
だ
ら
か
に
低
下
し
ま

す
。
思
春
期
に
骨
カ
ル
シ
ウ

ム
量
を
で
き
る
だ
け
高
く
し

て
お
く
と
、
更
年
期
以
降
の

骨
カ
ル
シ
ウ
ム
量
の
急
落
が

起
こ
っ
て
も
、
骨
折
す
る
ほ

ど
の
低
下
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
食
事
か
ら
は
十
分
な
カ
ル

シ
ウ
ム
を
と
っ
て
い
な
く
て

も
、
骨
の
た
め
に
カ
ル
シ
ウ

ム
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
ん

で
い
る
と
い
う
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
腸
か
ら

吸
収
さ
れ
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
、
骨
の
質
を
保
つ
に
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
必
要
で
す
。

　
骨
を
作
る
に
は
イ
ン
ス
リ

ン
様
成
長
因
子
Ⅰ
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
重
要
で
す
。
イ
ン

ス
リ
ン
様
成
長
因
子
Ⅰ
は
炭

水
化
物
と
タ
ン
パ
ク
質
の
摂

取
に
比
例
し
て
肝
臓
で
作
ら

れ
ま
す
。つ
ま
り
、栄
養
状
態

が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
ス
リ
ン
様
成
長
因
子

Ⅰ
は
長
管
骨
の
先
端
を
伸
ば

し
て
背
を
伸
ば
し
、
骨
を
太

く
強
く
し
ま
す
。
イ
ン
ス
リ

ン
様
成
長
因
子
Ⅰ
は
身
長
が

伸
び
る
思
春
期
前
半
で
最
も

高
く
な
り
ま
す
。

女
子
ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康

　
陸
上
長
距
離
走
、
体
操
・

新
体
操
、
バ
レ
エ
、
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な
ど
、
体
重

や
体
脂
肪
を
落
と
す
こ
と
が

競
技
成
績
や
記
録
に
つ
な
が

る
種
目
の
女
子
ア
ス
リ
ー
ト

は
、
体
脂
肪
率
が
低
く
、
無

月
経
率
が
高
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
低
い
と

無
月
経
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
骨
密
度
も
低
下
し
て
疲

労
骨
折
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ

せ
ま
す
。
疲
労
骨
折
を
繰
り

返
す
と
、
選
手
生
命
が
断
た

れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後

の
心
身
の
健
康
に
も
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
財
団
法
人
日
本
陸
上
競
技

連
盟
は
「
ヘ
ル
シ
ー
ア
ス
リ

ー
ト
を
め
ざ
し
て
２
０
１

４
」
で
、
女
子
ア
ス
リ
ー
ト

の
健
康
問
題
と
し
てlow 

energy availability

（
摂

取
カ
ロ
リ
ー
よ
り
運
動
カ
ロ

リ
ー
が
大
き
い
状
態
）、無
月

経
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
挙
げ

て
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
思
春
期
に

は
、
体
格
、
性
成
熟
、
骨
量

と
い
う
重
要
な
成
長
が
あ

り
、
こ
れ
ら
に
は
言
う
ま
で

も
な
く
栄
養
、
す
な
わ
ち
、

体
重
や
体
脂
肪
が
重
要
な
の

で
す
。

カタログ が付いている教材の詳細は、本会総合カタログをご覧ください。カタログをご希望の方は  FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りいたします）
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鹿
児
島
で
の
ピ
ア
活
動

は
、
髙
村
寿
子
先
生
（
日
本

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ

ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
代
表
／
自
治
医
科
大
学
名

誉
教
授
）
の
実
施
さ
れ
た
厚

生
労
働
科
学
研
究
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
、
２
０
０
３
年
か

ら
活
動
を
開
始
し
、
今
年
で

16
年
目
と
な
る
。

　
毎
年
15
〜
20
人
の
思
春
期

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
ピ
ア

っ
子
）
を
養
成
し
、
県
・
市

町
村
・
教
育
委
員
会
な
ど
か

ら
依
頼
を
受
け
、
年
間
ピ
ア

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
５
〜
６

回
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

１
回
の
出
前
講
座
を
提
供
し

て
お
り
、
出
会
う
中
高
生
は

約
１
５
０
０
人
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
毎
月
１
回
、

鹿
児
島
大
学
学
術
研
究
院
総
合
科
学
域
総
合
教
育
学
系

総
合
教
育
機
構
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
体
育
・
健
康
教
育
部
門

石
走
　
知
子

者
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

（
旧
社
会
貢
献
青
少
年
表

彰
）
」
に
お
い
て
18
年
12

月
、
「
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
表
彰
」
を
受
賞
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
受
賞
者
は
、
鹿
児
島
ピ
ア

活
動
の
中
心
で
あ
る
鹿
児
島

大
学
医
学
部
保
健
学
科
サ
ー

ク
ル
「
ピ
ア
☆
ぴ
あ
☆
か
ご

し
ま
」
の
ピ
ア
っ
子
た
ち
で

あ
る
。

　
一
部
地
域
の
紹
介
で
は
あ

る
が
、
全
国
各
地
で
頑
張
る

ピ
ア
活
動
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

の
参
酌
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
い
、
鹿
児
島
ピ
ア
活
動
が

続
く
理
由
を
振
り
返
り
、
筆

を
執
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

第
３
土
曜
日
に
行
う
出
張
相

談
活
動「
ぴ
あ
・
す
て
ー
し
ょ

ん
」
は
１
１
０
回
を
超
え
、

若
者
が
若
者
に
行
う
思
春
期

健
康
教
育
活
動
と
し
て
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
鹿
児
島
県
は
南
北
６
０
０

㌔
㍍
の
離
島
を
含
め
た
広
範

囲
な
地
域
特
性
を
持
つ
。
鹿

児
島
ピ
ア
は
、
県
内
の
あ
ら

ゆ
る
地
域
に
労
を
厭い

と

わ
ず
出

向
き
、
長
き
に
わ
た
り
青
少

年
の
健
康
に
貢
献
し
て
い
る

と
の
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
県

の
推
薦
を
受
け
、
内
閣
府
主

催
の
「
未
来
を
つ
く
る
若

　
１
番
目
の
理
由
に
、
「
鹿

児
島
ピ
ア
っ
子
た
ち
の
熱
情
」
を
挙
げ
た
い
。

　
鹿
児
島
ピ
ア
の
中
心
で
あ

る
医
学
部
保
健
学
科
の
学
生

た
ち
は
、講
義
・
実
習
で
多
忙

を
極
め
、
学
業
を
修
め
る
だ

け
で
も
大
変
だ
。そ
ん
な
中
、

年
間
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ
る

ピ
ア
活
動
の
準
備
・
実
施
・

反
省
を
し
、
次
に
生
か
す
取

り
組
み
に
手
を
抜
か
な
い
。

　
先
輩
と
後
輩
で
ペ
ア
を
組

み
、
ピ
ア
活
動
ス
キ
ル
の
伝

達
に
力
を
入
れ
、
同
学
年
同

士
で
は
共
有
・
協
力
し
、
つ

な
が
る
こ
と
を
彼
ら
の
力
に

変
え
て
い
く
。
自
分
の
未
熟

さ
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
つ
つ
も
、
中

高
生
の
素
直
な
反
応
に
喜
び

や
課
題
を
見
出
し
、
し
な
や

か
に
成
長
し
て
い
く
ピ
ア
っ

子
た
ち
で
あ
る
。

　
卒
業
し
て
忙
し
い
毎
日
を

送
る
社
会
人
に
な
っ
て
も
、

鹿
児
島
ピ
ア
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
と

し
て
応
援
に
駆
け
付
け
る
心

意
気
も
あ
る
。
ゆ
と
り
世

代
・
草
食
系
世
代
の
若
者
た

ち
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
ピ
ア
活
動
を
通
じ
て
そ

の
隠
れ
た
熱
情
が
開
か
れ
た

と
き
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ

ら
な
い
若
者
の
溌は

つ

溂ら
つ

さ
や
闊か

っ

達た
つ

さ
に
心
震
わ
さ
れ
る
。

　
こ
の
姿
が
鹿
児
島
ピ
ア
の

伝
統
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

活
動
継
続
の
最
大
の
要
因
で

あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
大

人
た
ち
の
心
を
動
か
し
続
け

る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の

は
確
か
で
あ
る
。

　
２
番
目
の
理
由
は
、
「
地

域
・
行
政
機
関
と
の
協
同
」

で
あ
ろ
う
。

　
鹿
児
島
ピ
ア
は
、
鹿
児
島

県
・
鹿
児
島
市
・
霧
島
市
教

育
委
員
会
と
い
っ
た
地
域
・

行
政
機
関
か
ら
、
学
校
現
場

の
ニ
ー
ズ
も
取
り
入
れ
る
形

で
依
頼
と
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、
活
動
実
績
を
積
み
上
げ

て
い
る
。

　
活
動
当
初
は
「
望
ま
な
い

妊
娠
・
性
感
染
症
の
防
止
」

の
テ
ー
マ
で
、
母
子
保
健
担

当
部
署
か
ら
の
依
頼
が
多
か

っ
た
が
、
近
年
で
は
、
「
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
」
が
注
目
さ

れ
、
男
女
共
同
参
画
担
当
部

署
か
ら
の
依
頼
が
増
え
た
。

思
春
期
の
健
康
課
題
・
健
康

教
育
が
時
流
と
共
に
変
化
す

る
の
を
肌
で
感
じ
た
が
、
ピ

ア
活
動
の
基
本
理
念
や
ス
キ

ル
を
軸
に
す
れ
ば
、
柔
軟
に

対
応
で
き
る
こ
と
も
実
感
し

て
い
る
。

　
地
域
・
行
政
機
関
か
ら
の

ピ
ア
活
動
開
始
の
要
請
を
最

初
に
受
け
ら
れ
た
の
は
、
鹿

児
島
大
学
母
性
・
小
児
看
護

学
講
座
教
授
（
当
時
）
の
嶋

田
紀
膺
子
先
生
で
あ
り
、
こ

れ
を
引
き
継
ぎ
、
変
化
す
る

思
春
期
の
健
康
課
題
に
対
応

さ
れ
た
の
が
、
同
講
座
助
教

授
（
当
時
）
の
下
敷
領
須
美

子
先
生
で
あ
る
。
お
二
人
共

に
、
先
見
の
明
と
対
応
力
・

実
行
力
を
持
っ
て
ピ
ア
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
協
同

の
推
進
力
と
な
っ
た
。

　
地
域
・
行
政
機
関
の
担
当

者
の
方
と
の
ピ
ア
活
動
打
ち

合
わ
せ
の
際
は
、
内
容
は
も

ち
ろ
ん
、
立
ち
会
っ
た
大
人

が
一
度
は
感
じ
る
で
あ
ろ
う

「
未
成
熟
な
若
者
が
何
か
を

伝
え
よ
う
と
す
る
と
き
の
懸

命
さ
、
そ
れ
を
受
け
取
ろ
う

と
す
る
若
者
の
け
な
げ
さ
を

同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

喜
び
」
を
お
伝
え
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
担
当
者
の
方
か

ら
「
ピ
ア
っ
て
い
い
で
す

ね
」と
の
言
葉
を
頂
く
と
き
、

若
者
を
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
す

る
大
人
の
一
員
と
し
て
の
ピ

ア
意
識
を
共
有
で
き
る
。

　
こ
の
こ
と
も
協
同
に
は
不

可
欠
で
、
16
年
間
の
ピ
ア
活

動
が
支
え
ら
れ
た
要
因
と
考

え
る
。
関
係
各
所
の
ご
担
当

者
や
先
生
方
に
は
感
謝
の
念

し
か
な
く
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
御
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
試

み
と
し
て
、
社
会
で
活
躍
す

る
鹿
児
島
ピ
ア
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ

の
力
を
借
り
、
ピ
ア
っ
子
た

ち
の
養
成
や
活
動
を
応
援
す

る
組
織
「
鹿
児
島
ピ
ア
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
、
整
え
つ

つ
あ
る
。
昨
年
度
は
、
鹿
児

島
県
か
ら
依
頼
を
受
け
、

「
20
代
30
代
の
た
め
の
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
企

画
・
開
催
し
好
評
を
得
た
。

仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
そ

し
て
大
人
ピ
ア
活
動
の
バ
ラ

ン
ス
に
は
課
題
が
あ
る
が
、

「
忙
し
い
中
で
き
る
範
囲
で

助
け
合
い
楽
し
も
う
！
」
を

鹿
児
島
ピ
ア
魂
の
合
言
葉
と

し
て
励
ん
で
い
る
。

　
鹿
児
島
の
誇
り
、
西
郷
隆

盛
が
日
本
に
新
し
い
風
を
送

っ
た
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
ま

ず
、「
健
や
か
親
子
21（
第
１
次
）」

の
思
春
期
保
健
分
野
に
お
い
て
全

国
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

評
価
を
踏
ま
え
、
現
在
の
「
健
や

か
親
子
21
（
第
２
次
）
」
で
も
効

果
的
な
取
り
組
み
方
策
の
一
例
と

し
て
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
推
進
」

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
近
で
は
、
思
春
期
保

健
だ
け
で
な
く
、
多
領
域
で
「
心

に
寄
り
添
う
手
法
」
と
し
て
需
要

が
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主

体
的
な
自
己
決
定
を
支
え
る
有
効

な
手
法
と
し
て
の
理
論
を
基
盤
と

し
た
、
対
人
関
係
ス
キ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
し
て

も
使
え
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

７
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

【
会
場
】平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー・

全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）

【
対
象
者
】
精
神
的
に
健
康
な
保

健
師
、
看
護
師
、
助
産
師
、
管
理

栄
養
士
、
栄
養
士
、
医
師
、
養
護

教
諭
、
教
員
、
保
育
士
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど

【
講
師
】
髙
村
寿
子
（
日
本
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
﹇
以
下
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ
Ｅ
Ａ
﹈
代
表
）
、
前
田
ひ
と

み
（
熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学

研
究
部
教
授
）

【
定
員
】
60
名

【
受
講
料
】
２
万
１
６
０
０
円

（
税
込
）

＊
こ
れ
ま
で
の
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
入
門
」
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
養
成
者
養
成
」
「
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
養
成
」
の
三
セ
ミ
ナ
ー
は
、
再

編
成
・
統
合
し
、
「
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
的
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

充
実
し
た
内
容
で
開
催
い
た
し
ま

す

年
の
時
を
経
た
が
、
鹿
児
島

ピ
ア
活
動
は
そ
の
約
10
分
の

1
の
年
数
だ
。
鹿
児
島
ピ
ア

っ
子
た
ち
の
頑
張
り
と
地

域
・
行
政
機
関
の
方
々
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
も
楽
し
み
な
が

ら
、
西せ

郷ご

ど
ん
に
誇
れ
る
鹿

児
島
ピ
ア
を
永
く
つ
な
い
で

い
き
た
い
。

　実際に高校で行われた
ピアカウンセリング手法
による思春期健康教育
（ピアエデュケーショ
ン）の貴重な映像を収め
ました。
　思春期ピアカウンセラ
ーと思春期を生きる若者
たちが共に考え、学び、分
かち合っていく姿をどう
ぞご覧ください。

自治医科大学名誉教授 髙村寿子 監修

自治医科大学名誉教授 髙村寿子 編著
　本書は、長年ピアカウ
ンセリングに携わってき
た著者陣が、思春期を迎
えた若者の視点に寄り添
って、分かりやすい言葉
で若者の疑問に応えてい
きます。
　学校・家庭での性教育
はもちろん、主体的な生
き方を支えるためのピア
カウンセリングを行う際
にもお役立てください。

【価格】本体8,000円＋税
【仕様】DVD1枚／上映時間約50分

【価格】 1～14部：本体700円＋税／部
15部以上：本体500円＋税／部

【仕様】B5判／64ページ／オールカラー

【
開
催
日
】

12
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

【
会
場
】
東
陽
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル 

ホ
ー
ル
（
東
京
都
江
東
区
）

【
講
師
】
髙
村
寿
子
（
前
出
）
、

渡
辺
純
一
（
井
之
頭
病
院
看
護
部

臨
床
研
究
室
精
神
看
護
専
門
看
護

師
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
）

【
受
講
料
】
２
万
４
８
４
０
円

（
税
込
）

【
対
象
者
】
（
行
政
、
企
業
、
教

育
、
医
療
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
）
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
医
師
、
管
理
栄
養
士
、
栄
養

士
、
養
護
教
諭
、
看
護
教
員
、
理

学
療
法
士
な
ど

【
定
員
】
60
人

＊
受
講
料
は
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４

０
円
（
税
込
）
含
む
（
改
訂
版

「
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
＋
冊

子
）

＊
二
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
す
る

と
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
主
催
す
る

「
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ⓡ

養
成
者
養
成
講
座
」
を
受
講
で
き

ま
す
。
詳
細
と
お
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ａ
の 

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.

jpcaea.net/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い＊
両
セ
ミ
ナ
ー
は
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
認
定
カ
ー
ド
更
新
対
象
セ

ミ
ナ
ー
で
す
（
各
１
カ
ウ
ン
ト
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５
ま
で

　
保
健
指
導
・
健
康
教
育
・
健
康

相
談
の
狙
い
は
、
よ
り
良
い
健
康

生
活
へ
の
移
行
、
変
容
を
促
し
、

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
対
象
者

が
自
ら
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
と

理
解
を
持
ち
、
健
康
問
題
を
合
理

的
に
解
決
し
て
い
く
能
力
を
発
達

さ
せ
る
よ
う
、
実
践
者
の
皆
さ
ま

が
援
助
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
が

〝
カ
ギ
〞
と
な
り
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
日
の
健

康
教
育
の
動
向
や
、
健
康
教
育
を

効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
の
事
例

を
習
得
す
る
ほ
か
、
保
健
活
動
の

推
進
を
図
る
た
め
の
実
践
的
な
手

法
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

内閣府特命担当大臣表彰（左）と鹿児島大学学
長賞（右）の賞状を掲げるピア☆ぴあ☆かごし
まのピアっ子たち 

鹿児島ピア活動の一場面

カタログ が付いている教材の詳細は、本会総合カタログをご覧ください。カタログをご希望の方は  FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りいたします）

南
国
鹿
児
島
か
ら
つ
な
ぐ
ピ
ア
活
動

〜
鹿
児
島
ピ
ア
が
続
く
理わ

由け

〜

第
１
回

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

〜
多
領
域
に
拡
大
す
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
で
学
ぶ
〜

第
20
回 

自
己
効
力
感（
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
）を
活
か
す
健
康
教
育
セ
ミ
ナ
ー

〜
自
己
効
力
感
を
活
か
し
て
健
康
教
育
を
よ
り
効
果
的
に
〜

ピアカウンセリング
関連教材のご案内

ピアカウンセリングに興味を持たれた方必見！ JFPAのピア関連セミナー

ピア・カウンセリング手法に
よる思春期健康教育

Ｄ
Ｖ
Ｄ 083403

若者たちの生き生きとした姿を収録！

思春期の若者の視点・言葉だから分かる！
セクシュアリティが
　　　   わかる本

書　

籍 090082

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4254
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3418
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-012-020
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出
会
い
が
人
を
変
え
る

船
津
　
雅
幸

39

船
津
ク
リ
ニ
ッ
ク（
静
岡
県
富
士
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

　
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

院
し
て
12
年
に
な
り
ま
す

が
、
い
ま
だ
性
教
育
に
携
わ

る
機
会
を
得
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
や
女

性
の
幸
せ
を
考
え
る
全
国
の

熱
い
仲
間
た
ち
に
刺
激
を
受

け
、
そ
の
思
い
は
日
々
募
っ

て
お
り
ま
す
。
教
室
や
講
堂

で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
向
け
た
話
は
で
き
な
く
て

も
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て
い

た
だ
い
た
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
に
お
話
し
す
る
機
会
は

あ
り
ま
す
。

　
院
内
で
薬
剤
師
と
し
て
一

【
テ
ー
マ
】
「
産
前
産
後
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

【
講
師
】
新
井
陽
子
（
北
里

大
学
看
護
学
部
准
教
授
）

【
内
容
】

・
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
動
向

・
産
後
う
つ
病
の
早
期
発
見

と
早
期
支
援
（
エ
ジ
ン
バ
ラ

産
後
う
つ
評
価
票
を
用
い
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
際
）

・
メ
ン
タ
ル
面
で
リ
ス
ク
を

抱
え
た
妊
産
婦
へ
の
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
、
留
意
点 

な
ど

【
日
時
】
7
月
10
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
当
日
参
加
希

望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
専

用
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

７
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
若
か
り
し
頃
、
医
局
の
先

輩
に
「
あ
ま
り
患
者
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る

な
。
お
前
が
一
生
面
倒
を
見

る
気
か
！
」
と
叱し

っ

咤た

さ
れ
ま

し
た
。
確
か
に
一
生
は
無
理

で
す
。
そ
れ
で
も
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
家
族
、
学
校
、
行
政

や
専
門
家
、
関
連
施
設
と
連

携
を
と
る
こ
と
に
よ
り
光
が

見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
大

学
や
大
病
院
の
先
生
方
は
、

や
る
こ
と
が
多
過
ぎ
て
大
変

忙
し
い
で
す
。
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
全
部
や

る
の
が
病
院
医
師
の
仕
事
で

す
。

　
以
前
、
産
婦
人
科
医
会
の

医
会
報
に
金
子
法
子
医
師
の

「
『
め
ん
ど
く
さ
い
こ
と
に

手
を
出
す
町
医
者
』
の
ス
ス

メ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
通
り
で
す
。
「
今

や
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、

第
３
話

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト・サ
ン
ガ
ー

　
家
族
計
画
（Fam

ily 
Planning

、
以
下
Ｆ
Ｐ
）
の

母
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
ヒ
ギ
ン
ズ
・
サ
ン
ガ
ー

（
１
８
７
９
〜
１
９
６
６
）

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
東
部
の
貧
民
街

で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
最
初

の
コ
ラ
ム
「W

hat Every 
Girl Should Know

」
（
全

て
の
娘
が
知
る
べ
き
こ
と
）

横浜生まれ、東京育ち。1984年、昭
和大医学部卒。昭和大学病院、亀田総
合病院、蒲原総合病院、隠岐病院等７
病院、２産科医院
での勤務を経て、
2006年、静岡県
富士市に船津クリ
ニックを開設。産
婦人科専門医およ
び漢方専門医。

船津　雅幸

　
性
の
問
題
は
私
た
ち
の
閉

鎖
的
な
時
代
と
異
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
周
り
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
性
の

問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
突

然
大
人
の
対
応
を
迫
ら
れ
ま

す
。
望
ま
ぬ
妊
娠
、
性
感
染

症
、
そ
し
て
性
暴
力
。
こ
れ

ら
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
に
発
展

き
ま
す
。
そ
の
情
報
が
診
療

に
大
い
に
反
映
し
ま
す
。
逆

に
、
診
察
室
で
は
診
断
や
治

療
に
必
要
な
問
診
は
し
ま
す

が
、
背
景
に
何
か
が
あ
り
そ

う
と
気
付
け
ば
相
談
室
を
利

用
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の

院
内
の
連
携
で
子
ど
も
た
ち

と
の
つ
な
が
り
を
築
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。

　
ま
た
、
性
の
多
様
性

に
つ
い
て
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
金
八
先
生
の
命
の
授

業
」
で
は
的
外
れ
に
な

っ
て
し
ま
う
現
代
で

す
。
そ
し
て
教
室
や
体

育
館
で
行
う
「
性
教
育

授
業
」
で
知
識
や
ツ
ー

ル
を
与
え
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
個
々
の
現
実

の
問
題
に
即
し
た
対
応

は
で
き
ま
せ
ん
。
始
め

の
一
歩
は
「
気
付
く
こ

と
」
「
お
節
介
で
も
関

わ
る
こ
と
」
で
す
。
フ

ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト

が
う
ま
く
い
け
ば
、
子

何
も
自
分
が
や
ら
な
く
て
も

よ
い
こ
と
」
を
で
き
る
の
が

開
業
医
で
す
。
そ
し
て
、
私

と
妻
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
め
る
の
が
、
わ
が
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
最
大
の
武
器
で
す
。

ど
も
た
ち
は
自
ら
の
言
葉
で

語
り
始
め
ま
す
。
子
ど
も
の

個
々
の
特
性
を
探
り
ま
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
親
か
ら
の
情

報
は
必
要
で
す
が
、
親
自
身

の
生
い
立
ち
や
環
境
な
ど
も

重
大
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
問
題
行
動
を
起
こ
し
た

り
、
犯
罪
に
手
を
染
め
た
り

し
て
い
る
よ
う
な
一
見
大
変

そ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
実

今月の人
は
、
苦
し
い
現
実
に
も
が
い

て
い
て
、
私
た
ち
が
手
を
差

し
伸
べ
る
べ
き
子
ど
も
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼

氏
も
呼
び
ま
し
ょ
う
。
来
て

も
ら
え
れ
ば
解
決
の
一
端
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

ば
、
ピ
ル
の
誕
生
も
な
か
っ

た
の
だ
か
ら
、
筆
者
の
サ
ン

ガ
ー
に
対
す
る
思
い
の
強
さ

を
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
に

違
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
サ
ン
ガ
ー

が
、
Ｆ
Ｐ
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
に
至
っ
た
の
に
は
、
父

母
と
の
関
係
が
根
底
に
あ
っ

た
と
い
う
。
サ
ン
ガ
ー
の
母

親
は
、
18
回
目
の
妊
娠
後
50

歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
両

親
の
も
と
に
生
ま
れ
、
母
の

死
に
直
面
し
た
彼
女
は
、
自

分
の
父
親
に
向
か
っ
て
「
お

父
さ
ん
が
お
母
さ
ん
を
殺
し

た
の
だ
」
と
叫
ん
だ
。
こ
の

原
体
験
が
彼
女
の
後
の
活
動

を
方
向
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

　
20
世
紀
初
頭
、
サ
ン
ガ
ー

は
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

貧
民
街
に
お
い
て
訪
問
看
護

師
と
し
て
働
き
始
め
て
い

た
。
そ
の
時
、
彼
女
が
目
の

当
た
り
に
し
た
も
の
と
い
え

ば
、
出
産
を
繰
り
返
す
女
性

た
ち
の
姿
だ
っ
た
。
旧
約
聖

サ
ン
ガ
ー
の
取
っ
た
行
動
が

筆
者
の
心
を
動
か
し
た
。

　
「
意
図
し
な
い
妊
娠
と
出

産
が
ど
れ
ほ
ど
に
女
性
を
絶

望
の
淵
に
追
い
や
っ
て
き
た

か
！
　
男
性
支
配
を
許
し
て

き
た
か
」

　
当
時
、
サ
ン
ガ
ー
は
Ｆ
Ｐ

の
普
及
を
目
的
と
し
た
新
聞

「The W
om

an Rebel

」

（
筆
者
訳
「
女
の
謀
反
」
）

を
出
版
し
て
い
た
。
サ
ン
ガ

ー
に
と
っ
て
、
出
産
間
隔
を

空
け
る
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ

産
む
こ
と
だ
け
を
仕
事
と
し

て
い
る
よ
う
な
女
性
の
生
き

方
に
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

に
は
「
女
の
謀
反
」
が
必
要

だ
っ
た
。
そ
の
謀
反
と
は
、

「No gods, No m
asters.

」

（
神
様
な
ん
て
い
な
い
！
）。

神
様
の
教
え
を
信
じ
る
が
あ

ま
り
に
、
産
む
こ
と
に
こ
だ

わ
り
続
け
る
女
性
た
ち
の
行

動
を
変
え
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
ん
な
大
胆
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
の
サ
ン
ガ
ー
の
生

き
様
を
見
る
限
り
、
繰
り
返

す
投
獄
に
も
屈
せ
ず
、
さ
ら

に
Ｆ
Ｐ
運
動
を
推
進
す
る
と

い
う
自
分
の
信
念
を
わ
ず
か

で
も
曲
げ
る
こ
と
な
く
突
き

進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

を
書
く
こ
と

で
Ｆ
Ｐ
運
動

を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
か

ら
、
１
０
０

年
以
上
が
過

ぎ
た
。
サ
ン

ガ
ー
の
戦
い

が
な
け
れ

書
に
は
「
生

め
よ
、
ふ
え

よ
、
地
に
満

ち
よ
、
地
を

従
わ
せ
よ
」

（
日
本
聖
書

協
会
、
１
９

７
０
）
と
あ

る
ほ
ど
に
、

敬け
い

虔け
ん

な
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と

っ
て
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が

信
仰
の
証
。
当
た
り
前
な
こ

と
だ
っ
た
の
だ
が
、
自
分
の

生
活
を
顧
み
ず
に
出
産
を
続

け
て
い
れ
ば
、
女
性
の
健
康

が
損
な
わ
れ
る
の
は
当
然

だ
。
ち
ょ
う
ど
、
サ
ン
ガ
ー

の
母
親
の
よ
う
に
。
そ
し

て
、
子
ど
も
は
十
分
に
育
た

ず
、
貧
困
が
彼
ら
を
襲
う
こ

と
に
な
る
。
ま
さ
に
負
の
連

鎖
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
を
前
に

緒
に
働
い
て
い
る
妻
が
、
昨

年「
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
」

の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
問

題
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
来

院
す
る
と
妻
の
ア
ン
テ
ナ
が

敏
感
に
反
応
し
、
診
察
前
に

相
談
室
で
じ
っ
く
り
話
を
聴

　
月
経
随
伴
症
状
で
母
親
に

連
れ
ら
れ
て
受
診
す
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
隠
さ
れ
た

「
生
き
づ
ら
さ
」
の
原
因
を

知
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
注
意

欠
如
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害

に
関
す
る
知
識
や
対
応
ス
キ

ル
が
、
有
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
な
る
こ

と
も
実
感
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
「
周
囲

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
大
人
は

い
な
い
？
」
と
尋
ね
ま
す
。

親
や
先
生
じ
ゃ
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
信
頼
で
き
る
大

人
は
、
必
ず
周
り
に
何
人
か

は
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め

る
、
自
分
の
た
め
に
生
き
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
教
え
ま
す
。
人
と
人
と
の

出
会
い
が
人
を
変
え
ま
す
。

人
生
を
変
え
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
大
人
の
一
人

が
私
た
ち
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。

クリニックでの思春期保健相談士による
カウンセリング風景

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

今
、自
分
に
で
き
る
こ
と

気
付
い
て
あ
げ
る
、

 

関
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

信
頼
で
き
る
大
人
を
探
そ
う
！ 
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